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人間ドック・脳ドック５月１１日　受付開始 !!

日時：平成２８年５月１１日（水）午前８時３０分～１１時３０分　先着
場所：ちゃたんニライセンター　カナイホール
※　５月１１日　午後からは【北谷町役場１階　保健衛生課】にて受付します。
お問い合わせ：保健衛生課　国民健康保険係　TEL　９３６－１２３４

【定員と助成額】

加入されている健康保険によって、募集定員と助成金額が変わります。

お申込みの前にご確認ください。

【受診までの流れ】

受付場所にて申込書を提出し、承認を受けます。

その後、指定医療機関にて受診となります。

○人間ドック・脳ドック受診申込書
○保険証

○受診承認書
○特定健診受診券（健康診査受診券、長寿健診受診券）
○保険証

お申込みから受診まで

お申込みの時に必要なもの

受診の時に必要なもの

スタート

助成額

定員８０名

助成額

助成額

１５，０００円

３５歳以上の北谷

町民である

平成２７年度に、

北谷町人間ドック

又は脳ドックを受

診した

今年度すでに健康

診断を受診した

社会保険の被扶養者

で他の助成制度によ

り健診を受けること

ができない

後期高齢者医療保

険に加入している

国民健康保険に加

入している

申し訳ありません

対象外です

申し訳ありません

対象外です

申し訳ありません

対象外です

国民健康保険税を

完納している

はい
いいえ

助成対象者 先着７００名様に助成

５月１１日「人間ドック・脳ドック受診申込書」を記入
してちゃたんニライセンターで申込みます。

申込

２週間後 北谷町役場から受診承認書が届きます。受取

早めに 指 定 医 療 機 関 に予 約し ま す。 
お早目のご予約をお願いします。

予約

３月まで 受診期間は、平成２９年３月までです。受診

１ヵ月後 受診した医療機関から健診結
果が届きます。

結果通知

随時 健診結果をもとに、保健師・栄養士・
看護師から健康相談を受けられます。

保健指導

後期高齢者医療保険料

を完納している

定員５９０名

定員３０名

２０，０００円

１５，０００円

ちゃとれ！からのお知らせ♪

「スタジオプログラム体験キャンペーンのご案内！」
新規登録者、または継続利用者で新規登録者をご紹介の方は受講料無料 !!
※施設利用料は別途必要。

町内一般２００円 ( 町内在勤者含む )、町外一般４００円

上記以外の方は、通常利用料金。
町内一般５００円、町外一般７００円（※受講料、施設利用料含む）
定　員：各２５名（当日先着順にて受付）
※新規登録者は事前に申請書及び問診表の記入がありますので、プログ

ラム開始１５分前にはご来館下さい。また遅れての参加は申請書を記入

してからのご参加となりますので、予めご了承下さい。

お問い合わせ：chatore! 北谷町健康トレーニングセンター  
　　　　　　　TEL 936-7220   営業時間 8：30 ～ 22：00   休館日 月曜日

☆体験プログラムの日程☆
４月５日（火）

19:00 ～ 20:00　ヒーリングヨガ

４月６日（水）
10:15 ～ 11:15　ピラティス
19:00 ～ 19:45　アイソメトリック　ヨガ

４月９日（土）
10:00 ～ 11:00　じんわりタイ式ヨガ
19:00 ～ 19:45　美ューティ Body Wave

４月７日（木）
10:00 ～ 11:00　ヒーリングヨガ

４月８日（金）
10:00 ～ 11:00　はじめてのヨガ

４月１０日（日）
15:00 ～ 16:00　BEAT　JAM

４月１２日（火）
11:00 ～ 12:00　ベリーダンス

R
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★保健相談センターからのお知らせ★

高齢者肺炎球菌予防接種について　接種料金は無料 （全額公費負担） です！

●肺炎球菌とは
　肺炎球菌による肺炎は、成人肺炎の２５～４０％を占め、特に高齢者での重篤化が問題になっています。
高齢者の肺炎の約半数は、肺炎球菌が原因とされています。また、近年は抗生物質が効かない薬剤耐性菌
が増えているため、治療が困難になっています。早めに予防接種を受けましょう。

平成２８年度対象者
「定期予防接種」

１．対象者 生年月日　　　　
　６５歳となる方 昭和２６年４月２日生 ～ 昭和２７年４月１日生
　７０歳となる方 昭和２１年４月２日生 ～ 昭和２２年４月１日生
　７５歳となる方 昭和１６年４月２日生 ～ 昭和１７年４月１日生 
　８０歳となる方 昭和１１年４月２日生 ～ 昭和１２年４月１日生
　８５歳となる方 昭和    6 年４月２日生 ～ 昭和    7 年４月１日生
　９０歳となる方 大正１５年４月２日生 ～ 昭和    2 年４月１日生
　９５歳となる方 大正１０年４月２日生 ～ 大正１１年４月１日生
　100 歳となる方 大正    5 年４月２日生 ～ 大正    6 年４月１日生
２．６０歳から６５ 歳未満の方で、心臓、腎臓、呼吸器の機能に自己の身辺の日常生活活動が極度に制限され
る程度の障害やヒト免疫不全ウイルスによる免疫の機能に日常生活がほとんど不可能な程度の障害がある方

「行政措置予防接種」
７５歳以上（昭和１７年４月１日生以前の生まれ）で、定期予防接種の対象外の方

健康が一番！あなたの健康のために健診を受けましょう！

　心電図検査は心臓全体の働きを調べることができ、不整脈、狭心症や心筋梗塞と
いった虚血性心疾患、心肥大などを発見することができます。
　北谷町でも心疾患はがんに次いで死亡順位第 2 位（１５％）となっているので、健
診をうけて早期発見、早期治療につなげましょう。
　※心電図検査の実施に伴い、集団健診にかかる時間が多少長くなると予測されます
　ので、ご理解とご協力をよろしくお願いします。
　対象者：①４０歳から７４歳の国保加入者　　②４０歳から７４歳の生活保護受給者
　心電図検査費用：無料

お問い合わせ　北谷町保健相談センター　９３６－４３３６

月　日 場　所 お問い合わせ
５月２４日（火）  保健相談センター ９３６－４３３６（要予約）

５月の集団健診日程

厚生労働省　人口動態統計（確定数）２０１３年

【接種期限】

平成 28 年４月 1 日

平成 29 年 3 月 31 日
～

今 年 度 か ら
心 電 図 検 査
が 追 加 さ れ
ました！！
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フラッシュ
地域

謝苅区みんなでカレーパーティー

備
え
て
安
心
！
栄
口
区
防
災
訓
練

　

２
月
28
日
（
日
）
栄
口
区
防
災
訓
練
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
沖
縄
全
域
に
震
度
６
強
の
地
震

が
発
生
し
た
こ
と
を
想
定
し
、
午
前
９
時

の
サ
イ
レ
ン
と
同
時
に
避
難
開
始
、
多
く

の
区
民
が
訓
練
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

自
主
防
災
組
織
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
住
民

参
加
型
訓
練
は
、
北
谷
消
防
署
の
み
な
さ

ん
が
見
守
る
中
、
自
主
防
災
メ
ン
バ
ー
が

自
主
的
に
動
き
、
住
民
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
や
心
肺

蘇
生
法
及
び
初
期
消
火
な
ど
を
指
導
し
な

が
ら
自
ら
も
学
ぶ
と
い
う
訓
練
が
展
開
さ

れ
、
災
害
時
さ
な
が
ら
の
訓
練
に
会
場
は

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

野
国
町
長
よ
り
激
励
の
お
言
葉
、
北
谷

消
防
署
長
の
仲
村
さ
ん
か
ら
訓
練
講
評
を

頂
い
た
後
、
災
害
時
用
炊
飯
袋
、
ハ
イ
ゼ
ッ

ク
ス
で
炊
い
た
ご
飯
や
ア
ル
フ
ァ
ー
化
米
、

炊
き
出
し
班
に
よ
る
あ
っ
た
か
～
い
カ
ス

汁
が
防
災
訓
練
の
緊
迫
感
を
和
ら
げ
て
く

れ
ま
し
た
。

　日頃より宇地原区自治会の諸行事に協力・参加する方々の
ための役員研修が、２月に開かれました。役員たちの向かっ
た場所は、国頭村のとある僻地に建設された発電所。「沖縄や
んばる海水揚水発電所」と呼ばれるそこには、嶮しい崖が棚
引く海岸の地形と、それに接する海面との高低落差を有効活
用した、世界で唯一の海水による発電システムがありました。
　海面より約１５０Ｍの高さに位置する貯水池に汲み上げら
れた海水を、落水させると同時に水車を回し、即時に最大出
力３万 kW もの発電・送電が可能だそうです。初めての揚水
発電所見学にビビッと感動を覚えた役員も少なくなかったの
ではないでしょうか。

　宮城区では午後７時３０分、沖縄本島西海岸を震源とする
強い地震が発生し、大津波警報が発令されたと想定し、初め
ての夜間避難訓練を実施しました。
　参加者は、ニライ消防のサイレンを合図に「浜川小学校屋
上避難場所」に自宅から徒歩で誘導係が示す経路に従い、非
常階段から屋上へと非難を行いました。
　今回は夜間にも関わらず１３１名が参加され、災害に対す
る活発な意見交換も行われました。訓練を継続することで、
意識や心構えの向上につながっていくことと思います。

宮城区老人クラブ会長杯グランドゴルフ大会

宮城区初の夜間防災訓練 ! !

　去る２月２０日（土）、前日から当日朝方まで雨が降り続い
て大会開催が危ぶまれましたが、日頃の行いのおかげか、開
催直前に雨が上がり、４２名の会員による熱い戦いが繰り広
げられました。
　栄えある優勝者は、会長の譜久村さんでした。ホールイン
ワンは１０名が達成し、当日賞、ラッキーセブン賞と参加さ
れた全員に参加賞があり、終始和やかな雰囲気と笑顔にあふ
れたグランドゴルフ大会でした。

　謝苅区では、２月１４日に子ども達からおじいちゃん、お
ばあちゃん皆で公民館で収穫したじゃがいもでカレーパー
ティーをしました。 
　男の子たちがおじいちゃん達とイモを掘り、女の子達がお
ばあちゃん達と皮をむき、ボランティアの皆さんがカレーを
調理しておいしく頂きました。

宮城区広報通信員  吉田  茂

謝苅区広報通信員  稲福  陽祐

宇地原区役員研修会 i n 国頭

栄
口
区
自
治
会

宇地原区広報通信員  京馬 正人
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浜川幼稚園「初めてのお茶会」

シニア世代の元気の秘訣

　３月９日、北谷町美浜のライブハウスモッズにおい
て、「５th　Elements」と「One Voice」の合同練習会
が行われました。「One Voice」とは歌うことが大好き
な６５歳以上のシニア世代が集うボーカルグループで
す。音楽のまち北谷町でライブハウスデビューという
こともあり、身振り手振りを加えた本番さながらの歌
声を響かせました。

　中日ドラゴンズの又吉克樹選手が「e-Tax」（電子申告納税
システム）を実際に体験し、確定申告書の早期提出を呼びか
けるイベントが２月１８日、北谷公園野球場で行われました。
　国税庁では、確定申告を市町村窓口等で行うと大変混み合
うため、自宅で簡単にできる「e-Tax」を推奨しています。
　又吉選手は「申告のイメージは難しいが、操作がこんなに
簡単になっている。とても便利」とアピールしました。

　３月１２日（土）、穏やかな春の陽気に包まれ、町立
中学校の卒業式が行われました。北谷中学校１９９名、
桑江中学校１５２名の生徒が義務教育を終え、新たな
未来への第一歩を踏み出しました。
　中学校で過ごした思い出は、一生涯の宝物になると
同時に、これからの人生の指針となることでしょう。
　北谷町の未来を背負っていく若者たちに幸あれ！

（写真は北谷中学校卒業式の様子です。）

　

北
谷
町
で
は
町
内
か
ら
収
集
し
た
草
木
類
を
堆
肥
化
す
る
草
木
類
資

源
化
処
理
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
「
平
成
27
年
度
沖
縄
防
衛
局
調
整
交
付
金
」
を
活
用
し
、

本
事
業
に
て
使
用
す
る
ス
キ
ッ
ド
ス
テ
ア
ロ
ー
ダ
を
購
入
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
ス
キ
ッ
ド
ス
テ
ア
ロ
ー
ダ

の
活
用
に
よ
り
、
本
事
業
が
さ
ら
に

活
発
に
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
北
谷
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
で
は
Ｅ
Ｍ
や
米
ぬ
か
等
を
配

合
し
た
肥
料
（
ち
ゃ
た
ん
リ
ー
フ
モ

ル
ド
）
も
1
袋
１
５
０
円
（
20
Ｌ
入

り
）
で
販
売
し
て
い
ま
す
の
で
、
町

民
の
皆
様
も
無
料
腐
葉
土
や
ち
ゃ
た

ん
リ
ー
フ
モ
ル
ド
の
御
利
用
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

火
災
に
対
す
る
迅
速
な
対
応
に
感
謝
！

草
木
類
資
源
化
処
理
の
更
な
る
推
進
を
！

　

３
月
１
日
（
火
）、
ニ
ラ
イ
消
防
本
部
に
お
い
て
、
火
災
に

お
い
て
の
消
防
協
力
者
表
彰
が
行
わ
れ
、
與
儀
兼
一
さ
ん
、

與
儀
博
邦
さ
ん
、
伊
波
美
恵
子
さ
ん
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

北
谷
町
字
謝
苅
に
所
在
す

る
ア
パ
ー
ト
の
一
室
が
全
焼

す
る
火
災
に
お
い
て
、
火
災

の
早
期
発
見
、
迅
速
な
通
報

及
び
避
難
の
呼
び
か
け
、
傷

病
者
の
確
保
及
び
救
急
隊
へ

の
引
き
継
ぎ
な
ど
、
表
彰
さ

れ
た
三
名
の
協
力
に
よ
り
、

火
災
の
拡
大
や
尊
い
命
を
救

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

勇
気
あ
る
行
動
に
敬
意
を

表
し
ま
す
。

▲表彰された與儀兼一さん ( 左から２番目 )、
與儀博邦さん ( 左から３番目 )

　園児７０名と保護者１０名が参

加した浜川幼稚園「お茶会」が２
月１０日（水）に開催されました。
　茶道サークル「紗楽の会」１４
名によるご協力で園児は初めてお
抹茶をいただく経験をしました。

　会の皆さんにお茶をいただくときの挨拶、菓子やお茶
の運び方などを楽しく教えていただきました。初めての
体験にどの子もどきどきわくわくした表情で「お抹茶お
いしい」「ちょっとに
がい！」「お菓子もか
わいい～」と喜んで
おり、保護者も一緒
になって楽しんだお
茶会でした。

自宅で簡単！確定申告「e - T a x」

新たな未来への第一歩　～町立中学校卒業式～

▶
野
球
と
同
じ
く
全
力
で

取
り
組
む
又
吉
選
手

（
写
真
右
）
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対 象 学 年　　小学４年生～中学３年生（町内在住）
稽 古 時 間　　毎週木曜日　１７：３０ ～ １９：３０　
稽 古 場 所　　ちゃたんニライセンター
受  講  料　　年間３，０００円（保険料含む）
条 　 　 件 (1) 公演一ヶ月前は稽古を優先すること
 (2) 保護者は保護者会に入会すること
 (3) 稽古場所への送迎は保護者が行うこと
受 付 期 間　　平成２８年４月１１日（月）～４月２８日（木）
 ※申込書と受講料は、平日の９時～１７時にちゃ
 たんニライセンター事務所へお持ちください。

【お問い合わせ・申込書提出先】
　　北谷町教育委員会 生涯学習プラザ 文化事業係
　　ちゃたんニライセンター　098-936-3492（平日 9 時～ 17 時）

中学生職場体験学習にご協力ください！

北谷町子ども劇団－ＮＩＲＡＩ－　劇団員募集！

平成２８年度北谷町ハワイ短期留学派遣生募集 !!

　北谷町立中学校（北谷中学校、桑江中学校）では、今年も「職場体験学習」を実施します！

　「職場体験学習」とは、中学生が学校生活から離れ、実際に大人が働く職場で働く、社会体験活動のことです。

子どもの早期発達段階から職業に触れる機会を設け、社会性や望ましい職業観を身に付けてもらうと共に、家庭・

学校・地域・企業が連携し、地域の教育力を高めることを目指しています。

　「地域の子どもは地域で育てる」という視点を持ち、協力していただける事業所及び企業の方々を募集してい

ます。協力していただける又はご質問等ございましたら、ご連絡ください。

実施期間：平成２８年６月２０日 ( 月 ) ～ ６月２２日 ( 水）　　参加者：町内中学校２年生（３７２名 )

お問い合わせ　北谷町教育委員会　学校教育課　TEL　９８２－７７０５

　北谷町教育委員会では、国際性豊かな人材育成を図るため、北谷町に在住する中学生及び高校生１５名

程度をアメリカ合衆国ハワイ州へ派遣いたします。

１　派遣期間　平成２８年７月２６日（火）から８月１１日（火）までの２週間（予定）

２　派遣内容　

（１）現地英語教師による語学学習（午前）、課外学習（午後）

（２）派遣生２人１組でのホームステイ体験、ハワイ北谷・嘉手納

　　町人会との交流会等

３　派遣費用　３割負担（ただし、個人負担額の上限は１０万円）

※　応募資格、参加申込書、推薦書、要保護（準要保護）世帯等

　の負担額に関しての詳しい内容は、社会教育課までお問い合わ　

　せください。また、ホームページでもお知らせいたします。

お問い合わせ　北谷町教育委員会　社会教育課９３６－１２３４（内線３３１）

演劇に興味のある皆さん、 劇団 NIRAI で一緒に学んでみませんか？

▲昨年度派遣された生徒達
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　３月２日（水）、平成２８年４４４回北谷町議会定例会の初日に、野国昌春町長が
平成２８年度の施政方針演説を行いました。
　野国昌春町長は、演説の中で、『今年は、私の三期目の任期も折り返しを迎える
年となりますが、町民の皆様との約束である公約を実現し、本町の将来像である「夢
ひろがる　人つながる　ともに生きる　ニライの都市（まち）・北谷」を実現するため、
全身全霊をもって取り組んでまいります。』と述べました。
　ここで、北谷町の施政方針について、町民の皆様へ広く周知するため、全文を掲
載いたします。

平成２８年度

施政方針
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平
成
28
年
第
４
４
４
回
北
谷
町

議
会
定
例
会
の
開
会
に
当
た
り
、

予
算
案
を
は
じ
め
、
諸
議
案
の
説

明
に
先
立
ち
、
町
政
運
営
に
当
た

り
ま
し
て
の
私
の
所
信
の
一
端
を

申
し
述
べ
、
町
民
の
皆
様
並
び
に

議
員
各
位
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
町
制
施
行
35
周
年
の

節
目
を
迎
え
、
記
念
式
典
及
び
町

民
表
彰
を
は
じ
め
様
々
な
事
業
を

と
お
し
て
、
本
町
の
今
日
の
平
和

と
繁
栄
の
喜
び
を
町
民
の
皆
様
と

分
か
ち
合
う
こ
と
が
で
き
、
大
変

素
晴
ら
し
い
年
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
そ
れ
と
同
時
に
、
来
る

40
周
年
を
さ
ら
に
喜
ば
し
い
節
目

と
し
て
迎
え
る
た
め
、
将
来
に
向

け
て
本
町
が
持
続
的
に
発
展
を
続

け
る
べ
く
、
町
政
運
営
を
担
わ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
る
者
と
し
て
、

そ
の
責
任
の
重
さ
に
身
の
引
き
締

ま
る
思
い
が
い
た
し
ま
す
。

　

を
産
み
育
て
ら
れ
る
環
境
整
備
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

そ
の
他
に
も
、
障
が
い
者
福
祉

や
高
齢
者
福
祉
、
健
康
づ
く
り
を

は
じ
め
、
町
民
の
福
祉
向
上
や
町

の
発
展
に
資
す
る
施
策
を
数
多
く

実
施
し
、
継
続
・
発
展
さ
せ
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　

各
施
策
を
展
開
す
る
上
で
重
要

と
な
る
財
政
面
に
お
き
ま
し
て
も
、

自
立
経
済
の
確
立
に
向
け
て
前
進
を

続
け
て
お
り
、
計
画
的
か
つ
健
全
な

財
政
運
営
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
本
町
を
取
り
巻

く
社
会
経
済
情
勢
は
日
々
目
ま
ぐ
る

し
く
変
化
し
て
お
り
、
取
り
組
む
べ

き
課
題
は
数
多
く
ご
ざ
い
ま
す
。

　

私
は
、
こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決

す
る
と
と
も
に
、
次
に
申
し
上
げ

る
点
を
考
慮
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま

で
の
政
策
を
継
続
・
発
展
さ
せ
、

時
代
の
変
化
に
対
応
し
た
、
町
民

が
主
役
の
町
政
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

ま
ず
、
西
海
岸
地
区
に
お
い
て

は
、
宿
泊
施
設
の
集
積
や
観
光
イ

ン
フ
ラ
整
備
を
推
進
し
、
今
後
順

調
に
増
加
が
予
想
さ
れ
る
様
々
な

客
層
に
満
足
し
て
い
た
だ
け
る

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
く
た
め

の
施
策
を
講
じ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
地
域
の
お
年
寄
り
が
、

豊
富
な
経
験
や
能
力
を
活
か
し
な

が
ら
「
地
域
活
性
に
貢
献
で
き
る

存
在
」
と
し
て
、
生
き
生
き
と
活

躍
で
き
る
社
会
を
目
指
し
て
ま
い

　

り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
昨
年
策
定
し
た
教
育

大
綱
の
下
、
教
育
委
員
会
と
協
力

し
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
を

担
う
若
者
が
、
将
来
に
夢
と
希
望

を
抱
き
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
挑

戦
で
き
る
、
活
力
に
満
ち
た
都
市

（
ま
ち
）
を
創
っ
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
は
、
私
の
三
期
目
の
任
期

も
折
り
返
し
を
迎
え
る
年
と
な
り

ま
す
が
、
町
民
の
皆
様
と
の
約
束

で
あ
る
公
約
を
実
現
し
、
本
町
の

将
来
像
で
あ
る
「
夢
ひ
ろ
が
る　

人
つ
な
が
る　

と
も
に
生
き
る　

ニ
ラ
イ
の
都
市
（
ま
ち
）・
北
谷
」

を
実
現
す
る
た
め
、
全
身
全
霊
を

も
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
本
町
を
取
り
巻
く
社
会

経
済
情
勢
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

全
国
的
に
人
口
減
少
及
び
超
高

齢
化
が
進
む
中
、
本
町
に
お
い
て

も
少
子
高
齢
化
は
着
実
に
進
展
し
、

各
方
面
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し

て
お
り
ま
す
。
特
に
、
財
政
面
に

お
い
て
、
少
子
高
齢
化
に
伴
う
社

会
保
障
費
子
育
て
支
援
費
等
の
急

激
な
増
加
が
続
い
て
お
り
、
今
後

も
増
加
傾
向
は
続
く
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
。

　

ま
た
、
昭
和
50
年
代
に
整
備
し

た
公
共
施
設
等
の
更
新
時
期
を
集

中
し
て
迎
え
る
状
況
に
加
え
、
耐

　

　

そ
の
よ
う
な
中
、平
成
27
年
度
は
、

町
民
の
皆
様
を
は
じ
め
各
方
面
か
ら

ご
要
望
の
多
い
事
業
を
数
多
く
実
施

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
本
町
の
主
要
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
あ
り
ま
す
フ
ィ
ッ
シ
ャ

リ
ー
ナ
整
備
事
業
に
つ
き
ま
し
て

は
、
開
発
事
業
用
地
の
分
譲
に
伴

う
開
発
事
業
者
の
選
定
を
進
め
て

お
り
、
水
産
業
と
観
光
・
海
洋
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
マ
リ
ン

産
業
と
が
融
合
し
た
新
し
い
ま
ち

づ
く
り
に
向
け
て
、
着
実
に
前
進

し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
町
商
工
会
と
の
連
携
に

よ
り
、
北
谷
町
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き

商
品
券
と
し
て
「
ニ
ラ
イ
商
品
券

２
０
１
５
」
を
発
行
し
、
消
費
喚

起
に
よ
る
本
町
経
済
の
活
性
化
等

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
野
菜
や
花
な
ど
を
栽

培
し
自
然
と
触
れ
合
う
こ
と
で
、

農
業
へ
の
理
解
を
深
め
る
と
と
も

に
、
交
流
の
場
の
創
出
な
ど
を
目

的
と
し
た
町
民
農
園
の
開
園
を
迎

え
る
こ
と
が
で
き
、
町
民
の
皆
様

に
広
く
利
活
用
い
た
だ
け
る
も
の

と
期
待
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
子
育
て
支
援
策
に
つ
き

ま
し
て
は
、
待
機
児
童
解
消
や
多

様
化
す
る
保
育
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応

な
ど
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
施
策
を

実
施
し
て
い
る
中
、
念
願
で
あ
り

ま
し
た
中
学
卒
業
ま
で
の
通
院
費

無
料
化
も
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
、

子
育
て
世
帯
が
安
心
し
て
子
ど
も

　

震
化
に
伴
う
改
築
や
大
規
模
改
修

に
よ
り
、
小
中
学
校
及
び
道
路
・

公
園
等
の
改
築
や
維
持
補
修
費
の

増
加
傾
向
も
続
い
て
お
り
、
町
財

政
は
、
多
く
の
課
題
を
抱
え
て
お

り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
消
費
税
増
税
に
伴
う

消
費
税
率
10
パ
ー
セ
ン
ト
へ
の
引

き
上
げ
も
来
年
に
予
定
さ
れ
て
お

り
、
国
に
お
い
て
軽
減
税
率
の
導

入
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
て
は
お
り

ま
す
が
、
未
だ
不
透
明
な
要
素
も

多
く
、
社
会
経
済
へ
の
影
響
が
懸

念
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

一
方
、
本
県
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

産
業
で
あ
る
観
光
産
業
は
好
調
を

維
持
し
て
お
り
、
特
に
外
国
人
観

光
客
は
、
航
空
便
数
の
拡
充
や
ク

ル
ー
ズ
船
寄
港
回
数
の
増
加
等
に

よ
り
、
継
続
し
て
月
別
の
対
前
年

比
を
大
幅
に
上
回
る
な
ど
、
本
町

に
お
い
て
も
今
後
の
見
通
し
に
期

待
が
持
て
る
も
の
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　

ま
た
、「
沖
縄
振
興
特
別
推
進

市
町
村
交
付
金
」
を
積
極
的
に
活

用
し
、
沖
縄
21
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
に

基
づ
く
都
市
近
郊
型
の
ビ
ー
チ
リ

ゾ
ー
ト
の
形
成
を
目
指
し
た
施
策

を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
地
方
創
生
や
人
口
減

少
克
服
に
特
化
し
た
交
付
金
を
活

用
し
、「
北
谷
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
に
基
づ
い

た
施
策
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

以
上
、
述
べ
ま
し
た
現
状
を
踏

　

１　

は
じ
め
に

平成２８年度施政方針

２　

本
町
を
取
り
巻
く

 

　

   

社
会
経
済
情
勢

▲町制施行３５周年記念式典及び町民表彰
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ま
え
、
国
・
県
や
近
隣
市
町
村
等

の
動
向
を
見
定
め
な
が
ら
、
日
々

変
化
す
る
社
会
情
勢
に
適
切
に
対

応
す
る
と
と
も
に
、
将
来
に
向
け

て
本
町
が
持
続
的
に
発
展
し
て
い

く
た
め
、
限
り
あ
る
財
源
を
必
要

性
の
よ
り
高
い
施
策
に
重
点
的
に

投
入
し
、
す
べ
て
の
町
民
が
安
全

で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
北
谷
町
を

築
い
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
平
成
28
年
度
の
町
政
運

営
の
基
本
方
針
を
御
説
明
申
し
上

げ
ま
す
。

　

私
は
、
平
和
で
あ
る
こ
と
が
す

べ
て
の
政
策
の
原
点
で
あ
る
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
過
去
の
戦
争
体

験
を
風
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
継
承

し
、
平
和
の
尊
さ
、
大
切
さ
を
忘

れ
る
こ
と
の
な
い
地
域
社
会
を
構

築
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
す
。

　

本
町
は
、
日
本
国
憲
法
と
「
北

谷
町
非
核
宣
言
」
の
理
念
の
下
、

す
べ
て
の
人
が
等
し
く
平
和
で
豊

か
に
生
活
が
お
く
れ
る
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
町
の
過
重
な
基
地
負
担
の
軽

減
を
図
る
た
め
に
は
、
日
米
地
位

協
定
の
抜
本
的
改
定
が
最
も
重
要

な
課
題
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、

町
民
の
生
命
・
財
産
と
人
権
を
守

る
立
場
か
ら
、
引
き
続
き
全
力
で

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
跡
地
利
用
を
よ
り
効
果

　

活
力
に
満
ち
た
都
市
（
ま
ち
）
を

創
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
特
に
、
こ

れ
か
ら
の
社
会
経
済
の
発
展
に
必

要
と
な
る
女
性
の
活
躍
を
積
極
的

に
進
め
、
そ
の
個
性
と
能
力
が
十

分
に
発
揮
で
き
る
ま
ち
を
目
指
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
ま

し
た
町
政
運
営
の
基
本
方
針
等
に

基
づ
き
、
第
五
次
北
谷
町
総
合
計

画
の
将
来
像
の
実
現
に
向
け
た
６

つ
の
ま
ち
づ
く
り
の
目
標
に
沿
い

ま
し
て
、
平
成
28
年
度
に
取
り
組

む
主
な
施
策
の
概
要
を
御
説
明
申

し
上
げ
ま
す
。

（
１
）
平
和
の
心
を
育
み
、

　
　
　
　
　

  

個
性
が
輝
く
ま
ち

　

第
１
の
目
標
は
、「
平
和
の
心
を

育
み
、
個
性
が
輝
く
ま
ち
」
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　

平
和
行
政
に
つ
き
ま
し
て
は
、

憲
法
講
演
会
や
平
和
推
進
旬
間
に

お
け
る
平
和
祈
念
祭
を
開
催
し
、

平
和
の
尊
さ
を
広
め
、
平
和
で
安

ら
ぎ
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
中
・
高
校
生
に
対
す
る

平
和
思
想
の
普
及
・
啓
発
の
一
環

と
し
て
「
広
島
・
長
崎
平
和
学
習

派
遣
事
業
」
や
「
戦
争
と
平
和
に

つ
い
て
の
講
話
会
」
を
実
施
し
、

戦
争
体
験
を
風
化
さ
せ
る
こ
と
な

く
沖
縄
戦
や
広
島
・
長
崎
の
原
爆

被
害
の
実
相
を
次
世
代
に
正
し
く

　

的
に
推
進
す
る
た
め
、
返
還
が
予

定
さ
れ
て
い
る
駐
留
軍
用
地
の
計

画
的
・
段
階
的
な
整
理
・
縮
小
を

促
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

私
は
、
町
長
就
任
か
ら
今
日
ま

で
一
貫
し
て
、
町
民
と
の
「
対
話
」

と
「
協
働
」
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

を
町
政
運
営
の
基
本
方
針
と
し
て

お
り
ま
す
。
平
成
27
年
度
に
実
施

し
た
「
北
谷
町
行
政
懇
談
会
」
を

は
じ
め
と
す
る
町
民
の
意
見
や
要

望
等
を
十
分
に
勘
案
し
な
が
ら
、

本
町
の
将
来
像
の
実
現
に
向
け
、

６
つ
の
ま
ち
づ
く
り
の
目
標
を
達

成
す
る
た
め
の
施
策
を
重
点
的
に

展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
今
後
も
厳
し
い
財
政
状

況
が
続
い
て
い
く
こ
と
は
必
至
で

あ
り
ま
す
が
、
多
く
の
重
要
な
施

策
が
控
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
施
策
の
優
先
度
を

厳
し
く
見
極
め
る
こ
と
が
必
要
に

な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
平
成
28
年
度

に
お
い
て
も
、「
各
主
要
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
を
着
実
に
前
進
さ
せ
、
子

ど
も
の
貧
困
対
策
を
は
じ
め
と
す

る
「
健
康
・
子
育
て
・
福
祉
」
分

野
等
の
施
策
の
更
な
る
充
実
を
図

る
と
と
も
に
、
本
町
が
将
来
に
向

け
て
継
続
し
て
発
展
を
続
け
る
べ

く
、
将
来
を
見
据
え
た
施
策
を
積

極
的
か
つ
戦
略
的
に
展
開
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

私
は
、
す
べ
て
の
町
民
が
、
健

康
で
生
き
生
き
と
活
躍
で
き
る
、

　
　

継
承
し
、
平
和
の
尊
さ
の
普
及
等

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
平
和
ガ
イ
ド
の
育
成
及

び
町
内
に
残
さ
れ
た
戦
跡
等
の
調

査
・
保
存
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
基
地
問
題
の
解
決
促
進

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

嘉
手
納
飛
行
場
周
辺
地
域
は
、

常
駐
機
に
加
え
米
国
州
軍
等
の
外

来
機
の
飛
来
、
特
に
、
Ｆ
ー
22
及

び
Ｆ
ー
16
戦
闘
機
の
訓
練
に
よ
り

航
空
機
騒
音
が
増
大
し
、
多
大
な

騒
音
被
害
に
悩
ま
さ
れ
続
け
て
お

り
ま
す
。

　

私
は
、
日
米
の
両
政
府
関
係
機

関
に
対
し
、
同
飛
行
場
の
負
担
軽

減
及
び
嘉
手
納
基
地
使
用
協
定
の

締
結
を
強
く
求
め
る
と
と
も
に
、

住
宅
防
音
工
事
制
度
の
拡
充
を
要

請
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
普
天
間
飛
行
場
の
県
外

移
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、
建
白
書

に
示
し
た
姿
勢
を
今
後
も
堅
持
す

る
と
と
も
に
、
横
田
飛
行
場
の
Ｃ

Ｖ
ー
22
オ
ス
プ
レ
イ
配
備
計
画
に

係
る
沖
縄
で
の
訓
練
等
に
断
固
反

対
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
米
軍
基
地
か
ら
派
生

す
る
環
境
問
題
や
米
軍
人
等
に
よ

る
事
件
・
事
故
に
つ
い
て
の
速
や

か
な
公
表
と
安
全
管
理
の
徹
底
等

を
米
軍
は
じ
め
日
米
の
政
府
関
係

機
関
に
対
し
、
こ
れ
ま
で
同
様
強

く
求
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
男
女
共
同
参
画
の
推
進

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

全
て
の
人
が
性
別
に
か
か
わ
ら

ず
、
お
互
い
の
立
場
を
思
い
や
り
な

が
ら
個
性
や
能
力
が
発
揮
で
き
る
社

会
を
実
現
す
る
た
め
、「
北
谷
町
男

女
共
同
参
画
推
進
条
例
」を
制
定
し
、

行
政
と
町
民
、
事
業
者
等
が
共
通
の

理
念
の
も
と
協
働
し
て
取
り
組
め
る

環
境
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
町
内
の
各
幼
稚
園
・
小

中
学
校
に
お
い
て
は
、
子
ど
も
た

ち
一
人
ひ
と
り
が
男
女
分
け
隔
て

な
く
、
互
い
の
違
い
や
良
さ
を
認

め
合
え
る
学
校
づ
く
り
を
目
指
す

た
め
、「
男
女
で
区
別
し
な
い
名
簿
」

を
新
た
に
導
入
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
２
）
夢
が
生
ま
れ
活
気

　
　
　

  

あ
ふ
れ
る
元
気
な
ま
ち

　

第
２
の
目
標
は
、「
夢
が
生
ま
れ

活
気
あ
ふ
れ
る
元
気
な
ま
ち
」
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　

観
光
・
商
工
の
振
興
と
雇
用
の

創
出
に
つ
き
ま
し
て
は
、
西
海
岸

一
体
の
資
源
を
生
か
し
た
、
国
際

リ
ゾ
ー
ト
地
の
形
成
を
推
進
し
、

商
観
光
産
業
の
活
性
化
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　

フ
ィ
ッ
シ
ャ
リ
ー
ナ
整
備
事

業
地
区
を
核
と
し
た
一
体
的
な
リ

ゾ
ー
ト
開
発
及
び
イ
ン
フ
ラ
整
備
を

推
進
し
、
引
き
続
き
企
業
誘
致
に
取

り
組
む
こ
と
に
よ
り
、
魅
力
あ
る
観

光
リ
ゾ
ー
ト
地
の
形
成
を
図
る
と
と

も
に
、
町
内
在
住
者
の
雇
用
の
場
を

拡
大
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
観
光
資
源
で
あ
る
サ

ン
セ
ッ
ト
ビ
ー
チ
の
環
境
整
備
を

　

平成２８年度施政方針

３　

町
政
運
営
の

 

　

 　
　

基
本
方
針

４　

主
な
施
策
の
概
要



－　　－ 広報「ちゃたん」　２０１６年４月号10

図
る
た
め
、
改
良
事
業
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
県
内
の
他
地
域
と
の
差

別
化
を
図
り
、
西
海
岸
の
ロ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
活
か
し
た
観
光
振
興
事

業
の
展
開
が
重
要
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
町
内
に
誘
客
で
き
る
イ
ベ
ン

ト
の
実
施
や
観
光
リ
ゾ
ー
ト
地
形

成
の
素
材
と
な
る
エ
ン
タ
ー
テ
イ

メ
ン
ト
事
業
及
び
着
地
型
観
光
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開

催
を
見
据
え
、
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
更
な
る
発
展
を
目
指
す
べ

く
、
ス
ポ
ー
ツ
キ
ャ
ン
プ
・
合
宿
・

大
会
・
イ
ベ
ン
ト
の
誘
致
受
入
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

台
湾
、
中
国
、
韓
国
な
ど
東
南

ア
ジ
ア
を
は
じ
め
と
し
た
国
外
か

ら
の
観
光
客
誘
客
を
図
る
た
め
、

観
光
物
産
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、
日
本
政
府
観

光
局
認
定
の
外
国
人
観
光
案
内
所

で
あ
る
「
北
谷
町
観
光
情
報
セ
ン

タ
ー
」
を
地
域
情
報
の
発
信
拠
点

と
し
た
、
観
光
サ
ー
ビ
ス
の
展
開

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
新
た
な
通
信
技
術
を
活

用
し
た
無
料
公
衆
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
等

の
導
入
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
、

観
光
客
や
美
浜
公
共
駐
車
場
利
用

者
等
の
利
便
性
向
上
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

西
海
岸
地
域
の
混
雑
緩
和
策
と

し
て
、
駐
車
場
の
拡
充
、
管
理
運
営

　

上
と
高
齢
者
の
雇
用
を
促
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
農
水
産
業
の
振
興
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　

漁
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
フ
ィ
ッ

シ
ャ
リ
ー
ナ
整
備
事
業
を
着
実
に

進
捗
さ
せ
、
漁
業
と
マ
リ
ン
産
業

を
融
合
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
水

産
業
を
は
じ
め
と
し
た
地
場
産
業

の
振
興
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

水
産
業
と
観
光
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
等
の
マ
リ
ン
産
業
と
の
連

携
を
図
る
た
め
、
う
み
ん
ち
ゅ
ワ
ー

フ
を
新
た
な
拠
点
と
し
て
、
本
町

の
海
の
資
源
を
活
か
し
た
観
光
の

提
供
並
び
に
農
林
水
産
物
及
び
そ

の
他
特
産
品
の
展
示
販
売
等
を
引

き
続
き
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
北
谷
町
フ
ィ
ッ
シ
ャ
リ
ー

ナ
が
「
ち
ゃ
た
ん
海
の
駅
」
と
し

て
認
定
を
受
け
て
お
り
ま
す
の
で
、

う
み
ん
ち
ゅ
ワ
ー
フ
及
び
マ
リ
ー

ナ
を
海
の
玄
関
口
と
し
て
積
極
的

に
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

立
地
企
業
等
と
連
携
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

農
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
町
民

農
園
の
有
効
活
用
を
図
り
、
町
民

の
農
業
へ
の
関
心
づ
く
り
と
農
業

を
通
じ
た
生
き
が
い
づ
く
り
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
駐
留
軍
用
地
の
返
還
と

跡
地
利
用
の
推
進
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
「
沖
縄
に
お
け
る
在
日
米
軍
施

設
・
区
域
に
関
す
る
統
合
計
画
」

に
お
い
て
発
表
さ
れ
た
４
施
設
、

　
　

合
計
１
５
６
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
区
域

に
つ
い
て
は
、
早
い
段
階
か
ら
地

権
者
の
合
意
形
成
が
図
ら
れ
る
環

境
を
整
え
て
も
ら
う
よ
う
、
日
米

両
政
府
に
求
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
当
該
対
象
地
区
に
つ
い

て
は
、
基
礎
調
査
及
び
跡
地
利
用

計
画
策
定
作
業
を
進
め
る
と
と
も

に
、
周
辺
市
町
村
と
連
携
を
図
り

広
域
的
視
点
か
ら
も
検
討
を
深
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
傾
斜
地
等
の
貴
重
な

既
存
緑
地
の
保
全
や
国
道
58
号
の

拡
幅
事
業
、
県
道
24
号
線
バ
イ
パ

ス
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、
引
き

続
き
地
権
者
や
国
・
県
と
の
連
携

を
図
り
、
よ
り
円
滑
に
事
業
が
進

捗
で
き
る
よ
う
協
力
体
制
を
構
築

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

北
谷
城
等
の
貴
重
な
歴
史
的
資

源
に
つ
い
て
は
、
地
権
者
と
の
連

携
の
も
と
、
国
史
跡
と
し
て
の
指

定
に
向
け
、
引
き
続
き
国
と
協
議

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
返
還
の

規
模
や
地
形
、
形
状
、
時
期
等
、

条
件
が
厳
し
い
な
か
、
当
該
区
域

に
お
け
る
跡
地
利
用
を
有
効
に
活

か
せ
る
た
め
の
手
法
・
制
度
・
財

源
に
つ
い
て
、
国
の
責
任
の
下
、

そ
の
方
策
を
講
じ
る
よ
う
要
請
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

キ
ャ
ン
プ
桑
江
南
側
地
区
に
お

い
て
は
、
国
際
化
に
対
応
し
た
グ

ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
の
た
め
の
拠

点
づ
く
り
に
引
き
続
き
取
り
組
み
、

返
還
前
の
土
地
の
先
行
取
得
に
つ

　

方
法
等
に
つ
い
て
調
査
・
検
討
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

本
町
の
課
題
で
あ
り
ま
す
特
産

品
開
発
に
つ
い
て
は
、
各
関
係
団

体
等
と
の
意
見
交
換
や
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
商
品
化
に
向
け
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
緊
急
経
済
対
策
と
し
て

北
谷
町
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
行

事
業
及
び
北
谷
町
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
助
成
金
交
付
事
業
を
引
き
続
き

実
施
し
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

北
谷
町
商
工
業
研
修
等
施
設
及

び
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
つ
き
ま

し
て
は
、
老
朽
化
に
伴
い
、
安
全

面
や
機
能
面
で
の
不
具
合
が
懸
念

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
改
修
事

業
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

消
費
者
行
政
に
つ
き
ま
し
て
は
、

町
民
が
安
全
で
安
心
な
生
活
が
送

れ
る
よ
う
、
沖
縄
県
消
費
者
行
政

活
性
化
補
助
金
を
活
用
し
、
引
き

続
き
消
費
生
活
相
談
室
を
設
置
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

雇
用
の
創
出
に
つ
き
ま
し
て
は
、

雇
用
情
勢
が
厳
し
い
若
年
層
や
女

性
に
対
す
る
就
業
支
援
と
し
て
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
の
連
携
に
よ
る

求
人
情
報
提
供
を
は
じ
め
、
県
と

の
共
催
に
よ
る
技
術
講
習
等
を
引

き
続
き
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
沖
縄
中
部
勤
労
者
福

祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
（
ゆ
い
ワ
ー

ク
）
や
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

と
連
携
し
、
勤
労
者
の
福
祉
の
向

　

い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
義
務
教
育

施
設
用
地
に
加
え
て
、
新
た
に
緑

地
・
公
園
用
地
の
取
得
を
実
施
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

キ
ャ
ン
プ
桑
江
北
側
地
区
に
つ

い
て
は
、
日
々
目
ま
ぐ
る
し
い
発

展
を
遂
げ
、
人
口
の
増
加
や
町
経

済
の
活
性
化
に
寄
与
し
て
お
り
、

引
き
続
き
職
住
近
接
型
の
住
み
よ

い
住
宅
環
境
の
実
現
に
向
け
、
区

画
整
理
事
業
を
着
実
に
実
施
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

基
地
跡
地
利
用
に
つ
き
ま
し
て

は
、
区
画
整
理
事
業
開
始
後
に
土

壌
汚
染
が
発
見
さ
れ
る
な
ど
、
原

状
回
復
措
置
の
遅
れ
が
事
業
の
進

捗
に
大
き
く
影
響
を
及
ぼ
し
て
き

た
経
緯
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後

も
沖
縄
防
衛
局
と
の
調
整
を
十
分

に
図
り
な
が
ら
事
業
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

平成２８年度施政方針
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（
３
）
色
々
な
絆
で
支
え
合
い

　
　
　

  

誰
も
が
い
き
い
き
と

　
　
　
　

  

住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち

　

第
３
の
目
標
は
、「
色
々
な
絆
で

支
え
合
い
誰
も
が
い
き
い
き
と
住

み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
」
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　

子
育
て
支
援
に
つ
き
ま
し
て
は
、

平
成
27
年
度
よ
り
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
新
制
度
が
施
行
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
本
町
に
お
き
ま
し
て
も
、

「
北
谷
町
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事

業
計
画
」
に
基
づ
き
、「
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
給
付
」
及
び
「
地
域

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
」
を

総
合
的
か
つ
計
画
的
に
実
施
し
、

子
育
て
家
庭
が
安
心
し
て
子
ど
も

を
産
み
育
て
ら
れ
る
環
境
づ
く
り

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
つ
き
ま

し
て
は
、「
沖
縄
子
供
の
貧
困
緊
急

対
策
事
業
」
の
予
算
を
活
用
し
、

子
ど
も
の
貧
困
に
関
す
る
各
地
域

の
現
状
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、

関
係
機
関
と
の
情
報
共
有
を
図
り

な
が
ら
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
新
た
な
取
り
組
み
と
し

ま
し
て
は
、
少
子
化
対
策
の
ひ
と

つ
と
し
て
特
定
不
妊
治
療
費
助
成

事
業
を
実
施
し
、
不
妊
に
悩
む
夫

婦
の
経
済
的
負
担
軽
減
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
公
的
施
設
を
活
用
し

た
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
新
た
に

実
施
す
る
と
と
も
に
、
小
規
模
保

　

き
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
中
学
卒

業
ま
で
の
通
院
・
入
院
に
か
か
る

医
療
費
及
び
食
事
療
養
費
の
自
己

負
担
分
の
全
額
助
成
を
行
う
こ
と

で
、
子
育
て
世
帯
の
経
済
的
負
担

を
軽
減
す
る
と
と
も
に
、
安
心
し

て
子
育
て
が
で
き
る
環
境
整
備
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
子
育
て
家
庭
の
経
済
的

負
担
の
軽
減
の
た
め
、
認
可
外
保

育
施
設
の
保
護
者
支
援
に
つ
き
ま

し
て
は
、
同
一
世
帯
に
就
学
前
児

童
が
３
人
以
上
い
る
場
合
、
第
３

子
以
降
が
認
可
保
育
所
に
入
所
し

た
場
合
と
同
様
に
保
育
料
が
無
料

と
な
る
よ
う
、
引
き
続
き
負
担
軽

減
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
ひ
と
り
親
家
庭
等
の

生
活
の
安
定
と
そ
の
後
の
自
立
を

支
援
す
る
た
め
、
ひ
と
り
親
家
庭

等
認
可
外
保
育
施
設
利
用
料
補
助

事
業
や
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
利
用

料
の
保
護
者
負
担
軽
減
事
業
等
を

継
続
し
て
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
健
康
づ
く
り
の
推
進
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　
「
第
２
次
健
康
ち
ゃ
た
ん
21
」
に

基
づ
き
、「
住
ん
で
楽
し
い　

人
が

生
き
づ
く　

元
気
な
町　

ち
ゃ
た

ん
」
を
理
念
に
、「
健
康
寿
命
の
延

伸
」
を
目
標
と
し
て
、
各
種
健
康

施
策
を
推
進
す
る
こ
と
で
、
町
民

一
人
ひ
と
り
が
健
康
づ
く
り
を
実

践
し
、
健
や
か
で
明
る
く
活
動
に

み
ち
た
北
谷
町
を
目
指
し
て
ま
い

り
ま
す
。　

育
事
業
等
の
設
置
・
認
可
を
促
進

す
る
こ
と
に
よ
り
、
待
機
児
童
の

解
消
と
多
様
化
す
る
保
育
ニ
ー
ズ

へ
の
対
応
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

母
子
保
健
事
業
に
つ
き
ま
し
て

は
、
妊
婦
健
康
診
査
の
公
費
助
成

に
よ
る
妊
産
婦
の
健
康
管
理
の
向

上
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
子
育
て
家
庭
の
孤
立
化

を
防
ぐ
た
め
、
乳
児
家
庭
全
戸
訪

問
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
乳
幼

児
健
康
診
査
事
業
及
び
健
診
後
の

フ
ォ
ロ
ー
支
援
の
充
実
を
図
る
こ

と
で
、
妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
の

各
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
あ
わ
せ
た

切
れ
目
の
な
い
支
援
を
継
続
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

児
童
虐
待
の
未
然
防
止
と
早
期

発
見
の
取
り
組
み
と
し
て
、
複
雑

多
様
化
す
る
相
談
へ
の
対
応
を
は

じ
め
、「
北
谷
町
要
保
護
児
童
対
策

地
域
協
議
会
」
の
機
能
強
化
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

近
年
課
題
と
な
っ
て
い
る
発
達

の
気
に
な
る
子
へ
の
支
援
に
つ
き

ま
し
て
は
、
上
勢
保
育
所
に
併
設

し
た
「
育
ち
の
支
援
セ
ン
タ
ー
」

を
拠
点
と
し
て
、
引
き
続
き
乳
幼

児
期
の
早
期
発
達
支
援
体
制
の
強

化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
認
可

保
育
所
に
お
き
ま
し
て
も
、
特
別

支
援
保
育
の
充
実
を
図
る
と
と
も

に
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
お
け

る
受
け
入
れ
先
の
拡
充
に
も
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
ど
も
医
療
費
助
成
事
業
に
つ

　

　

乳
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
健
康

で
楽
し
く
暮
ら
せ
る
環
境
づ
く
り

を
図
る
た
め
、
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

保
健
師
の
地
区
担
当
制
に
よ
る
「
地

域
と
の
つ
な
が
り
、
地
域
資
源
の

活
用
に
よ
る
健
康
づ
く
り
」
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、
町
内
医
療
機

関
と
の
連
携
強
化
や
乳
が
ん
検
診
、

子
宮
頸
が
ん
検
診
の
無
料
化
な
ど
、

引
き
続
き
特
定
健
診
及
び
が
ん
検

診
の
受
診
率
の
向
上
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
お
た
ふ
く
か
ぜ
や
高
齢

者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
公

費
助
成
事
業
を
引
き
続
き
実
施
し
、

感
染
症
予
防
対
策
の
充
実
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
地
域
、
保
育
所
、
児

童
館
及
び
学
校
と
連
携
し
た
包
括

的
か
つ
一
貫
性
を
持
っ
た
食
育
の

充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
医
療
保
険
制
度
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
事
業
に
つ
き
ま

し
て
は
、
加
入
者
の
高
齢
化
や
医

療
の
高
度
化
等
に
よ
る
医
療
費
の

増
加
に
よ
り
、
厳
し
い
財
政
状
況

が
続
い
て
お
り
ま
す
が
、
保
険
税

の
徴
収
率
向
上
、
医
療
費
の
適
正

化
を
図
り
、
安
定
し
た
財
政
運
営

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

お
き
ま
し
て
も
、
沖
縄
県
後
期
高
齢

者
医
療
広
域
連
合
と
連
携
し
、
適
切

な
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
福
祉
の
充
実
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　

地
域
福
祉
に
つ
き
ま
し
て
は
、

身
近
な
地
域
で
の
支
え
合
い
の
充

実
に
向
け
、
北
谷
町
社
会
福
祉
協

議
会
等
と
の
連
携
の
強
化
を
促
進

し
、
地
域
福
祉
推
進
体
制
の
充
実

を
支
援
し
ま
す
。

　

障
害
福
祉
に
つ
き
ま
し
て
は
、

第
３
次
障
が
い
者
計
画
に
掲
げ
る

目
標
像
「
障
が
い
者
が
地
域
と
と

も
に
、
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
ま

ち
・
北
谷
」
を
実
現
す
る
た
め
、

町
民
及
び
地
域
に
お
け
る
障
害
へ

の
理
解
を
深
め
、
人
権
の
尊
重
を

重
視
す
る
施
策
を
推
進
し
ま
す
。

　

第
４
期
障
害
福
祉
計
画
に
基
づ

き
、
障
が
い
者
及
び
障
が
い
児
が

基
本
的
人
権
を
享
有
す
る
個
人
と

し
て
の
尊
厳
に
ふ
さ
わ
し
い
日
常

生
活
及
び
社
会
生
活
を
営
め
る
よ

う
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
円
滑

な
利
用
に
向
け
た
提
供
体
制
の
整

備
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
障
が
い
者
虐
待
防
止
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
、
障
害
の
あ
る

人
に
対
す
る
虐
待
防
止
と
権
利
擁

護
事
業
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

障
が
い
者
地
域
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

高
齢
者
福
祉
に
つ
き
ま
し
て
は
、

第
７
次
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
に

掲
げ
る
目
標
像
「
す
べ
て
の
高
齢

者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
地
域
社

会
に
貢
献
し
、
地
域
社
会
と
と
も

に
、
生
き
て
い
く
こ
と
に
喜
び
を

感
じ
る
北
谷
町
」
を
目
指
す
た
め

　

平成２８年度施政方針
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の
施
策
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

諸
施
策
を
着
実
に
実
行
し
て
い

く
た
め
、「
自
助
・
互
助
・
共
助
・

公
助
」
の
機
能
と
役
割
を
整
理
し
な

が
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
機
能
を
活
か
し
、

地
域
と
協
働
で
実
践
で
き
る
仕
組
み

づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
４
）
誰
も
が
住
み
た
く
な
る

　
　

  

快
適
で
安
全
・
安
心
な
ま
ち

　

第
４
の
目
標
は
、「
誰
も
が
住
み

た
く
な
る
快
適
で
安
全
・
安
心
な

ま
ち
」
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

都
市
基
盤
の
整
備
に
つ
き
ま
し

て
は
、「
安
ら
ぎ
」
と
「
安
全
・
安
心
」

に
満
ち
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

た
め
、「
住
ん
で
い
て
よ
か
っ
た
」、

「
ず
っ
と
住
み
続
け
た
い
」
と
実
感

で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
引
き
続
き

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
建
物
の
所
在
を
わ
か
り

や
す
く
し
、
住
民
が
便
利
で
安
全
・

安
心
な
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、
住

居
表
示
整
備
事
業
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　

子
ど
も
や
高
齢
者
、
観
光
客
等

の
移
動
手
段
の
確
保
や
利
便
性
向

上
の
た
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

運
行
の
実
証
実
験
開
始
に
向
け
て

事
業
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
「
北
谷
町
緑
の
基
本
計
画
」
に
基

づ
き
、
残
さ
れ
た
貴
重
な
緑
地
と

湧
水
の
計
画
的
な
保
全
や
活
用
に

努
め
る
と
と
も
に
、「
北
谷
町
景
観

計
画
」
に
基
づ
き
、
町
民
と
の
協

働
の
下
、
地
域
特
性
を
活
か
し
た

良
好
な
景
観
形
成
を
推
進
し
て
ま

　

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、墓
地
対
策
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

個
人
墓
の
散
在
化
に
つ
き
ま
し

て
は
、
都
市
計
画
や
土
地
利
用
を

進
め
る
上
で
課
題
と
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
公
共
事
業
実
施
に
伴

う
対
象
墳
墓
の
移
転
促
進
や
点
在

す
る
墳
墓
の
集
約
化
を
図
り
、
新

川
墓
地
公
園
の
活
用
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

本
町
に
お
け
る
墓
地
の
望
ま
し

い
在
り
方
に
つ
い
て
の
指
針
を
定

め
た
「
北
谷
町
墓
地
基
本
計
画
」

に
基
づ
き
、
墓
地
行
政
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、消
防
・
防
災
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

防
災
行
政
に
つ
き
ま
し
て
は
、

西
海
岸
地
域
の
津
波
災
害
対
策
と

し
て
37
施
設
と
津
波
避
難
施
設
の

協
定
を
締
結
し
て
お
り
、
一
時
避

難
者
約
３
万
人
の
受
け
入
れ
体
制

を
整
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
引
き

続
き
避
難
訓
練
等
に
取
り
組
み
、

本
町
防
災
行
政
の
充
実
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
す
る
た
め
、「
自
助
」・「
共
助
」・

「
公
助
」
の
考
え
方
に
基
づ
き
、
地

域
の
防
災
対
応
能
力
と
し
て
自
主

防
災
組
織
の
結
成
や
災
害
時
要
援

護
者
の
支
援
体
制
づ
く
り
を
計
画

的
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

地
震
・
津
波
と
い
っ
た
大
規
模

な
自
然
災
害
に
よ
っ
て
生
じ
る
被

害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
る
に
は
、

危
険
箇
所
及
び
避
難
場
所
等
の
周

　

知
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
た
め
、

津
波
避
難
施
設
表
示
板
の
改
善
に

よ
る
視
認
性
向
上
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
新
た
な
土
砂
災

害
警
戒
区
域
の
指
定
に
伴
い
、
防

災
マ
ッ
プ
の
更
新
も
予
定
し
て
お

り
ま
す
。

　

防
災
行
政
無
線
に
つ
い
て
は
、

無
線
放
送
の
デ
ジ
タ
ル
化
及
び
防

災
情
報
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
大
規
模
災
害
時
に
お
け

る
避
難
場
所
や
災
害
応
急
対
策
活

動
の
場
と
し
て
、
防
災
拠
点
の
整

備
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
防
犯
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

町
民
、
地
域
、
事
業
者
と
総
ぐ
る

み
で
安
全
な
生
活
の
確
保
に
つ
い
て

取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
の

認
識
に
立
ち
、
今
後
も
地
域
や
事
業

者
と
連
携
し
た
防
犯
活
動
を
引
き
続

き
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

沖
縄
県
が
制
定
し
た
「
ち
ゅ
ら

う
ち
な
ー
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
条

例
」
を
主
軸
に
、「
ち
ゅ
ら
さ
ん
運

動
」
を
引
き
続
き
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

防
犯
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
、
防
犯

活
動
の
推
進
、
青
色
回
転
灯
装
備

車
に
よ
る
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
の
継

続
実
施
、
地
域
に
お
け
る
防
犯
組

織
設
立
、
活
動
等
を
支
援
し
、
安

全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
づ

く
り
に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
北
谷
町
暴
力
団
排
除
に

い
り
ま
す
。

　

美
浜
地
区
の
災
害
時
に
お
け
る

危
険
除
去
及
び
景
観
向
上
を
目
指
す

た
め
、「
美
浜
無
電
柱
化
事
業
」
を

引
き
続
き
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

公
園
整
備
に
つ
い
て
は
、
老
朽

化
に
よ
り
撤
去
し
た
遊
具
、
東
屋

な
ど
の
公
園
施
設
の
再
整
備
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
北
玉
地
域
の
交
流
拠
点

や
憩
い
の
場
を
創
出
す
る
と
と
も

に
、
災
害
時
に
お
け
る
避
難
場
所

を
確
保
す
る
た
め
、
北
玉
公
園
の

整
備
を
引
き
続
き
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

安
全
で
安
定
し
た
水
を
供
給
す

る
と
と
も
に
、
桑
江
伊
平
土
地
区

画
整
理
地
区
の
汚
水
管
渠
の
整
備

を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

道
路
施
設
や
下
水
道
施
設
が

年
々
老
朽
化
し
て
い
る
た
め
、
快
適

で
安
全
性
の
高
い
道
路
の
維
持
管
理

に
努
め
る
と
と
も
に
、「
下
水
道
長

寿
命
化
計
画
」
に
基
づ
き
、
老
朽
化

し
た
下
水
道
施
設
の
改
築
・
更
新
事

業
等
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

長
年
の
懸
案
事
項
で
あ
っ
た
白

比
川
改
修
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

河
口
側
か
ら
順
次
改
修
が
進
め
ら

れ
て
お
り
、
今
後
も
引
き
続
き
事

業
主
体
で
あ
る
県
や
関
係
機
関
と

連
携
し
、
大
雨
時
の
洪
水
対
策
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
北
前
地
区
の
高
潮
対
策

で
あ
る
護
岸
改
修
に
つ
き
ま
し
て

も
、
県
や
宜
野
湾
市
と
連
携
し
、

　
　

関
す
る
条
例
」
に
基
づ
き
、
町
民

や
関
係
機
関
と
も
連
携
を
図
り
な

が
ら
、
暴
力
団
排
除
に
関
す
る
広

報
、
啓
発
活
動
等
の
諸
施
策
を
引

き
続
き
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、交
通
安
全
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

町
民
の
生
命
と
財
産
を
守
り
、

安
全
で
住
み
よ
い
ま
ち
を
つ
く
る

た
め
の
町
民
総
ぐ
る
み
の
交
通
安

全
運
動
を
引
き
続
き
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

交
通
安
全
対
策
の
根
幹
を
な
す

法
令
の
遵
守
、
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
を

図
る
た
め
、
交
通
安
全
思
想
の
普

及
、
啓
発
活
動
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
交
通
安
全
指
導
員
に
よ
る

街
頭
指
導
及
び
広
報
活
動
を
充
実

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
関
係
機
関
と
緊
密
に
連

携
し
、
本
県
に
お
い
て
依
然
後
を

絶
た
な
い
飲
酒
運
転
の
根
絶
と
交

通
事
故
の
抑
止
、
暴
走
行
為
の
追

放
等
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

（
５
）
自
然
と
と
も
に

　
　
　
　
　
　
　

生
き
る
ま
ち

　

第
５
の
目
標
は
、「
自
然
と
と
も

に
生
き
る
ま
ち
」
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

各
施
策
や
事
業
を
実
施
す
る
に

あ
た
り
、
廃
棄
物
の
減
量
化
、
再

利
用
化
、
再
生
利
用
及
び
ク
リ
ー

ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ク
リ
ー
ン
指
導
員
に
よ
る
ご
み

適
正
排
出
の
指
導
、
不
法
投
棄
防

止
活
動
、
環
境
パ
ト
ロ
ー
ル
等
を

強
化
し
、
ご
み
の
減
量
、
再
利
用

　

平成２８年度施政方針
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及
び
再
生
利
用
を
促
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

特
に
、
事
業
系
ご
み
に
お
け
る
分

別
の
推
進
や
草
木
類
資
源
化
処
理
の

推
進
に
よ
り
、
ご
み
の
減
量
化
を
図

り
、
循
環
型
社
会
の
形
成
を
引
き
続

き
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
「
北
谷
町
地
球
温
暖
化
防
止
実
行

計
画
」
に
基
づ
き
、
本
町
の
事
務

事
業
に
お
け
る
温
室
効
果
ガ
ス
の

排
出
抑
制
を
図
り
、
地
球
温
暖
化

防
止
対
策
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
６
）
豊
か
な
心
と
夢
あ
ふ
れ
る

　
　
　

教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

　
　
　
　

の
ま
ち

　

第
６
の
目
標
は
、「
豊
か
な
心
と

夢
あ
ふ
れ
る
教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
の
ま
ち
」
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
学
力
向
上
に
つ

き
ま
し
て
は
、「
生
き
る
力
」
の
重

要
な
要
素
で
あ
る
「
確
か
な
学
力
」

の
向
上
と
「
基
本
的
な
生
活
習
慣

の
形
成
」
を
図
る
た
め
、
幼
稚
園
、

小
学
校
、
中
学
校
に
お
い
て
「
学

び
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
実
施
い

た
し
ま
す
。

　
「
学
び
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
お

い
て
は
、
各
学
校
一
斉
に
男
女
で

区
別
し
な
い
名
簿
の
導
入
、
能
動

的
な
学
び
合
い
の
あ
る
授
業
の
実

践
、
ス
マ
イ
ル
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
人

間
関
係
づ
く
り
）
を
実
践
す
る
こ

と
で
、
子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り

が
主
体
的
に
授
業
に
臨
み
、
授
業

の
中
で
自
ら
の
成
長
を
実
感
で
き

る
教
育
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

行
う
放
課
後
学
習
指
導
員
を
派
遣

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
日
本
語
の
定
着
が
不
十
分

で
学
校
で
の
日
常
生
活
や
学
習
活
動

に
支
障
を
き
た
し
て
い
る
児
童
に
つ

い
て
、
日
本
語
指
導
学
習
支
援
員
を

派
遣
し
、
児
童
生
徒
の
学
力
の
向
上

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
国
際
性
豊
か
な
人
材
の

育
成
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

英
語
教
育
に
つ
い
て
、
英
語
に

慣
れ
親
し
ま
せ
、
語
学
力
向
上
を

図
る
た
め
、
全
幼
小
中
学
校
に
英

語
指
導
助
手
（
Ａ
Ｅ
Ｔ
）
を
配
置

し
、
小
学
校
の
教
育
課
程
特
例
校

を
活
か
し
た
英
語
科
の
授
業
の
充

実
と
中
学
校
英
語
教
育
と
の
接
続
・

連
携
を
図
る
と
と
も
に
、
小
中
学

生
を
対
象
と
し
た
英
語
検
定
料
の

半
額
助
成
を
行
う
学
力
向
上
支
援

事
業
を
引
き
続
き
実
施
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

ま
た
、
小
学
校
で
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活

用
に
よ
る
テ
レ
ビ
会
議
な
ど
を
通

し
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
の
学
校

間
交
流
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

中
学
校
に
お
け
る
「
英
語
ス
ピ
ー

チ
並
び
に
カ
ン
バ
セ
ー
シ
ョ
ン
コ

ン
テ
ス
ト
」
及
び
「
英
国
派
遣
交

流
事
業
」
を
継
続
し
、
英
国
派
遣

交
流
校
で
あ
る
「
デ
ィ
ー
ン
・
マ

グ
ナ
・
ス
ク
ー
ル
」
か
ら
の
訪
問

団
受
け
入
れ
の
相
互
交
流
を
推
進

し
、
国
際
化
に
対
応
で
き
る
人
材

の
育
成
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
町
内
の
中
高
生
を
対

　

　

子
ど
も
の
貧
困
と
学
習
支
援
に

つ
き
ま
し
て
は
、
経
済
的
に
困
窮

し
て
い
る
世
帯
の
児
童
生
徒
へ
の

学
用
品
費
等
を
補
助
す
る
就
学
援

助
と
、
学
校
に
お
い
て
は
、
経
済

的
な
事
情
に
か
か
わ
ら
ず
、
学
習

に
遅
れ
の
見
ら
れ
る
児
童
生
徒
に

対
し
、
個
別
の
放
課
後
補
習
指
導

や
夏
休
み
を
活
用
し
た
サ
マ
ー
ス

ク
ー
ル
等
を
引
き
続
き
実
施
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
学
校
教
育
に
つ
き
ま
し

て
は
、
地
域
の
実
態
等
を
踏
ま
え

た
幼
稚
園
教
育
の
充
実
を
図
る
た

め
、
引
き
続
き
幼
稚
園
に
お
け
る

預
か
り
保
育
を
推
進
し
、
平
成
27

年
度
か
ら
浜
川
幼
稚
園
で
試
行
実

施
し
て
お
り
ま
す
複
数
年
保
育
の

全
町
立
幼
稚
園
で
の
実
施
に
向
け
、

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

幼
小
中
学
校
に
在
籍
す
る
発
達

障
が
い
等
に
よ
り
支
援
を
要
す
る

子
ど
も
た
ち
に
対
し
ま
し
て
は
、

学
校
に
お
け
る
日
常
生
活
上
の
介

助
や
学
習
支
援
、
安
全
確
保
な
ど

の
学
習
活
動
上
の
サ
ポ
ー
ト
を
す

る
特
別
支
援
教
育
支
援
員
や
巡
回

相
談
指
導
員
の
派
遣
を
行
い
、
対

象
の
子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
の

教
育
的
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
支
援
の

充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

学
習
支
援
体
制
と
し
ま
し
て
は
、

授
業
内
容
を
き
め
細
や
か
に
サ

ポ
ー
ト
す
る
学
力
向
上
学
習
支
援

員
、
学
習
に
遅
れ
の
あ
る
子
ど
も

た
ち
に
対
し
て
放
課
後
補
習
等
を

　

象
と
し
た
取
り
組
み
と
し
て
、「
ハ

ワ
イ
短
期
留
学
派
遣
事
業
」
を
推

進
し
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち

の
国
際
性
豊
か
な
人
材
育
成
及
び

国
際
社
会
に
適
応
す
る
能
力
と
資

質
向
上
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　　

次
に
、
青
少
年
健
全
育
成
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　

児
童
生
徒
が
家
庭
・
学
校
・
地

域
社
会
に
お
い
て
、
健
全
な
育
成

が
図
ら
れ
る
よ
う
青
少
年
健
全
育

成
協
議
会
や
青
少
年
支
援
セ
ン

タ
ー
等
の
関
係
機
関
と
連
携
し
、

登
校
時
や
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
等
で

子
ど
も
達
を
見
守
り
な
が
ら
、
不

登
校
や
気
に
な
る
児
童
生
徒
等
の

対
応
を
図
る
と
と
も
に
、
青
少
年

の
諸
団
体
活
動
、
地
域
活
動
、
社

会
体
験
活
動
へ
の
参
加
を
促
進
し
、

青
少
年
の
健
全
育
成
を
強
化
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

児
童
生
徒
へ
の
支
援
体
制
と
し

ま
し
て
は
、
児
童
生
徒
の
お
か
れ

　

た
様
々
な
環
境
の
問
題
に
働
き
か

け
、
問
題
を
抱
え
る
児
童
生
徒
へ

の
支
援
を
行
う
た
め
、
ス
ク
ー
ル

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
及
び
ス

ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
を
配
置
し
、

生
徒
指
導
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

ま
た
、「
放
課
後
子
ど
も
教
室
」

を
推
進
し
、
児
童
の
安
全
と
安
心

し
て
活
動
で
き
る
居
場
所
づ
く
り

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、生
涯
学
習
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

生
涯
学
習
の
情
報
や
多
様
な
生

涯
学
習
の
機
会
を
提
供
す
る
こ
と

に
よ
り
、
町
民
の
ニ
ー
ズ
に
即
し

た
講
座
や
教
室
等
の
充
実
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
社
会
教
育
関
係
団
体
の

組
織
の
育
成
・
強
化
を
図
る
た
め
、

各
団
体
の
活
性
化
を
促
進
し
、
自

主
的
な
運
営
と
活
動
を
支
援
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

町
立
図
書
館
に
つ
き
ま
し
て
は
、

図
書
館
の
資
料
の
充
実
に
努
め
る

と
と
も
に
、
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事

業
を
推
進
し
、
町
民
の
読
書
に
対

す
る
啓
発
と
書
物
に
親
し
む
環
境

づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

特
に
、
子
ど
も
た
ち
の
読
書
活

動
に
つ
き
ま
し
て
は
、「
子
ど
も
の

読
書
活
動
推
進
計
画
」
に
基
づ
き
、

保
育
所
、
幼
稚
園
、
児
童
館
、
小

学
校
、
中
学
校
、
図
書
館
と
の
連

携
を
図
り
、
よ
り
本
に
親
し
む
こ

と
が
で
き
る
読
書
活
動
の
充
実
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

平成２８年度施政方針

▲ハワイ短期留学派遣事業（現地での授業風景）
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次
に
、社
会
体
育
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
「
町
民
一
人
一
ス
ポ
ー
ツ
」
を
基

本
と
し
た
、
町
民
の
健
康
づ
く
り

や
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
を
図
る
た
め
、

引
き
続
き
学
校
体
育
施
設
の
開
放

事
業
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
関
連
事

業
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
指
導

者
の
資
質
向
上
を
目
的
と
し
た
講

習
会
の
充
実
を
図
り
、
安
全
で
効

果
的
に
ス
ポ
ー
ツ
が
行
え
る
よ
う

支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
桑
江
総
合
運
動
場
の

改
修
を
行
う
な
ど
、
体
育
施
設
の

環
境
整
備
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

次
に
、文
化
行
政
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

文
化
財
の
保
存
及
び
活
用
に
つ

い
て
は
、
町
民
が
郷
土
の
歴
史
や

文
化
に
触
れ
、
地
域
文
化
、
地
域

資
源
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
す
る
た
め
、
国
指
定
史
跡
伊

礼
原
遺
跡
や
町
立
博
物
館
の
整
備

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

学
校
給
食
施
設
に
つ
き
ま
し
て

は
、
老
朽
化
の
進
む
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
の
建
替
え
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

（
７
）
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
と

　
　
　
　
　
　
　
　

  

行
財
政
運
営

　

次
に
、
６
つ
の
ま
ち
づ
く
り
の

目
標
を
実
現
す
る
た
め
の
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
と
行
財
政
運
営
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
き
ま

し
て
は
、
町
民
が
継
続
的
に
地
域

活
動
や
ま
ち
づ
く
り
に
参
加
で
き

る
仕
組
み
や
環
境
整
備
を
図
る
こ

と
で
、
町
民
が
町
政
に
参
加
し
や

す
い
、
町
民
と
行
政
と
の
協
働
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
情
報
公
開
に
積
極
的

に
取
り
組
み
、
町
政
に
関
す
る
情

報
を
町
民
が
容
易
に
得
ら
れ
る
よ

う
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
す
る
と
と
と
も
に
、
広
報
誌

や
広
報
無
線
等
の
充
実
を
図
り
な

が
ら
、
町
民
と
行
政
と
の
情
報
共

有
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

行
政
運
営
に
つ
き
ま
し
て
は
、

多
様
化
す
る
行
政
ニ
ー
ズ
に
対
応

す
る
た
め
、
職
員
の
政
策
形
成
能

力
と
そ
の
実
行
能
力
を
高
め
る
と

と
も
に
、
行
政
運
営
体
制
を
継
続

的
に
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
今
後
と
も
経
常
経
費
削

減
と
事
務
の
効
率
化
等
を
図
る
た

め
、
共
同
し
て
取
り
組
む
こ
と
に

よ
っ
て
効
率
化
が
見
込
ま
れ
る
事

　

務
事
業
の
広
域
的
な
対
応
を
図
る

と
と
も
に
、
関
係
市
町
村
と
連
携

し
、
広
域
行
政
の
推
進
を
強
化
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
町
民
の
皆
様
の
利
便

性
向
上
及
び
窓
口
業
務
の
効
率
化

を
図
る
た
め
、
各
種
証
明
書
の
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
の
自
動

交
付
導
入
に
つ
い
て
検
討
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

財
政
運
営
に
つ
き
ま
し
て
は
、

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
限
ら
れ

た
財
源
を
よ
り
効
率
的
か
つ
効
果

的
に
活
用
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
自
主
財
源
の
根
幹
を

な
す
町
税
に
つ
き
ま
し
て
は
、
課

税
客
体
の
確
実
な
把
握
、
適
正
な

評
価
及
び
公
平
・
公
正
な
課
税
に

努
め
、
納
期
内
納
付
の
推
進
に
向

け
た
口
座
振
替
や
コ
ン
ビ
ニ
納
付

の
普
及
促
進
を
図
る
こ
と
で
、
徴

収
率
の
更
な
る
向
上
を
目
指
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
今
議
会
に
提
案
い
た
し

ま
す
議
案
に
つ
い
て
御
説
明
申
し

上
げ
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
予
算
に
つ
き
ま
し

て
は
、
こ
れ
ま
で
申
し
上
げ
ま
し

た
諸
施
策
を
中
心
に
、

一
般
会
計

１
５
，
２
１
０
，
０
０
０
千
円

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

４
，
６
０
５
，
９
３
６
千
円

　

北
谷
城
に
つ
い
て
は
、
平
成
31

年
度
に
返
還
予
定
で
あ
る
キ
ャ
ン

プ
瑞
慶
覧
の
一
部
に
含
ま
れ
て
い

る
た
め
、
地
権
者
や
国
・
県
と
連

携
し
な
が
ら
保
存
整
備
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
町
に
昔
か
ら
伝
わ
る

民
俗
文
化
の
継
承
・
活
用
に
よ
り

伝
統
芸
能
の
振
興
を
図
る
と
と
も

に
、
芸
術
文
化
を
振
興
す
る
た
め
、

す
ぐ
れ
た
音
楽
や
演
劇
を
鑑
賞
す

る
機
会
を
提
供
し
、
町
民
の
文
化

芸
術
活
動
を
積
極
的
に
支
援
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、学
校
給
食
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

安
全
・
安
心
な
学
校
給
食
を
提

供
す
る
た
め
、
調
理
場
に
お
け
る

品
質
管
理
や
衛
生
管
理
を
徹
底
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
子
育
て
支
援
策
の
ひ
と

つ
と
し
て
、
本
町
の
小
中
学
校
に

在
籍
し
て
い
る
町
内
在
住
の
第
３

子
以
降
の
児
童
生
徒
の
学
校
給
食

費
の
全
額
補
助
を
引
き
続
き
実
施

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、教
育
施
設
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

学
校
教
育
施
設
の
安
全
・
安
心
、

快
適
な
教
育
環
境
の
整
備
を
図
る

た
め
、
北
谷
第
二
小
学
校
の
全
面

改
築
工
事
、
桑
江
中
学
校
屋
内
運

動
場
耐
震
補
強
工
事
を
実
施
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
桑
江
中
学
校
校
舎
の
耐

震
化
、
北
谷
第
二
幼
稚
園
園
舎
改

築
実
施
設
計
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

３
２
０
，
１
０
２
千
円

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

９
１
６
，
４
０
０
千
円

水
道
事
業
会
計

１
，
０
０
２
，
４
９
６
千
円

の
規
模
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
27
年
度
予
算
に
つ

き
ま
し
て
は
、
義
務
的
経
費
と
そ

の
他
の
経
費
の
過
不
足
額
を
補
う

た
め
、
一
般
会
計
補
正
予
算
、
国

民
健
康
保
険
特
別
会
計
外
２
件
の

特
別
会
計
補
正
予
算
を
提
案
し
て

お
り
ま
す
。

　

な
お
、
補
正
予
算
の
議
案
に
つ

き
ま
し
て
は
、
先
議
案
件
と
し
て

御
審
議
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

予
算
以
外
の
議
案
と
い
た
し
ま

し
て
は
、
27
件
を
提
案
し
て
お
り

ま
す
。

　

以
上
、
町
政
運
営
に
当
た
り
ま

し
て
の
所
信
の
一
端
と
平
成
28
年

度
に
お
け
る
主
な
施
策
の
概
要
並

び
に
議
案
の
説
明
を
い
た
し
ま
し

た
が
、
町
民
の
皆
様
並
び
に
議
員

各
位
の
御
理
解
と
御
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
、
平
成
28
年
度
の
施

政
方
針
と
い
た
し
ま
す
。

平
成
28
年
３
月
２
日

　
　
　
　

北
谷
町
長　

野
国
昌
春

平成２８年度施政方針

▲町立博物館イメージ図

５　

提
出
議
案
に
つ
い
て
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福祉だより
障 害 児 福 祉 手 当 ・ 特 別 障 害 者 手 当 制 度 に つ い て

　県では、精神または身体の重度障害のため、常時特別の介護を必要とする方の負担を軽減するため、在
宅の重度障害児（者）に対して、障害児福祉手当・特別障害者手当を支給しております。

支
給
対
象
者

障害児福祉手当

　精神又は身体に重度の障害があるため、日常生活において常時の介護を必要とする２０
歳未満の在宅の重度障害児で、福祉事務所長の認定を受けた方。
　なお、以下の場合は対象となりません。
　（１）施設に入所（通所を除く）している場合　
　（２）政令で定める公的年金を受給している場合

特別障害者手当

　精神又は身体に著しい重度の障害があるため、日常生活において常時特別の介護を必要
とする２０歳以上の在宅の障害者で、福祉事務所長の認定を受けた方。
　なお、以下の場合は対象となりません。
　（１）施設に入所（通所を除く）している場合。
　（２）病院又は診療所に３ヶ月以上継続入院している場合。

支給制限
　手当を請求する方の前年の所得が一定金額以上ある場合、または同居している配偶者及
び扶養義務者の前年の所得が一定金額以上ある場合には、手当の支給が制限されます。

手当額
障害児福祉手当 月額　１４，６００円（平成２８年４月現在）

特別障害者手当 月額　２６，８３０円（平成２８年４月現在）

支給
　毎年２月、５月、８月、１１月の４回に分けて、その前月分までの３ヶ月分を、届け出
た金融機関の口座に振り込みます。

申請手続

　認定請求書に、住民票謄本の写し、認定診断書、所得状況届、所得証明書などの必要書
類を添えて、お住まいの町村役場の障害者福祉の窓口へ提出してください。
　なお、認定請求書などは役場又は中部福祉事務所地域福祉班にあります。
　申請に関することなど、ご不明な点は町村役場の障害者福祉の窓口又は、中部福祉事務
所までお問い合わせください。
　北谷町役場　福祉課　障害福祉係　TEL　９３６－１２３４（内線２３２）
　沖縄県中部福祉事務所地域福祉班　TEL　８９８－６６０３

備考

　現在、障害児福祉手当・特別障害者手当・経過的福祉手当受給中の方は平成２８年４月
分より手当額が以下のとおり変更となりますので、ご了承ください。
　平成２８年４月分以降の障害児福祉手当、特別障害者手当、経過的福祉手当の手当額に
ついては、物価変動率（０．８％）を踏まえ、０．８％の引上げとなります。
　　　　　　障害児福祉手当　　１４，４８０円　→　１４，６００円
　　　　　　特別障害者手当　　２６，６２０円　→　２６，８３０円
　　　　　　経過的福祉手当　　１４，４８０円　→　１４，６００円

子育てゆんたく広場からのお知らせ

　謝苅保育所地域子育て支援センター内で毎月第２・第４木曜日に開催さ

れていた子育てゆんたく広場は、平成２８年４月から毎月第４木曜日の月

１回開催に変わります。

お問い合わせ　
北谷町地域活動支援センターたんぽぽ　TEL ９２６－３５００　担当：熊谷
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図書館利用カードの更新について
「図書館利用カード」は毎年一度、更新の手続きが必要です。更新は４月から開始します。

※現在お持ちの「図書館利用カード」の有効期限は３月３１日までです。
※更新して、４月以降も引き続き同じ「図書館利用カード」をご利用いただけます。
※更新の際は、本人確認のできる免許証、保険証、学生証など、現住所の確認ができるものの提示が必要です。
※在勤で利用登録をされている方は、「利用申込書」に勤務証明（会社印を押印）で再申請してください。
　在学で利用登録をされている方は、学生証をお持ちください。
※引越しや転勤、卒業などの理由で、該当しなくなった方は、「図書館利用カード」をお返しください。
★『団体貸出』を利用している団体も再申請が必要です。

北谷町立図書館
TEL　９３６－３５４２
FAX　９３６－４５６７

場所：図書館おはなしのへや
時間：午前 11 時～午前 11 時 30 分

・ 9 日（土）ボランティア「ナルカ」によるおはなし会
・ 16 日（土）職員によるおはなし会
・ 23 日（土）ボランティアによるおはなし会

４月の休館日
・毎週月曜日
・２８日（木）　資料整理日 ・２９日（金）　昭和の日

定　例　行　事～・～ ～・～

図書館だより

４月のおはなし会

所蔵資料（17）「写真：給食センター」	 TEL ９８２－７７３９
北谷町公文書館報

＊北谷町公文書館は、役場入口の右手にあります。お気軽にお立ち寄りください。

★第５８回　こどもの読書週間★
４月２３日（土）～５月１２日（木）　標語「四角い本に　まあるい心」
　４月２３日は「子ども読書の日」として法律により定められています。
これは国民の間に広く子どもの読書についての関心と理解を深める
とともに、子どもが積極的に読書活動を行う意欲を高めるために設
けられたものです。

●町立図書館企画●「布の絵本展」
　 展示期間：４月２３日（土）～５月１２日（木）

★「未来の車のひみつ」	 おぎのひとし / 漫画
★「大気と気象」	 沖縄県立博物館・美術館 / 編集

ご寄贈、ありがとうございました

★今月の新刊案内★

　戦後の北谷で学校給食の支給が始まったのは１９６０（昭和３５）年からでした。

当時はパンとミルクが支給され、おかずは各自が弁当で持って来ていたようです。

１９６７（昭和４２）年に北谷教育区給食センターが北玉小学校内に設置され、

次年の１９６８（昭和４３）年から完全給食が開始しています。

　写真は１９７２（昭和４７）年当時の給食センターの様子です。ここで作られた

給食は町内の小学校と中学校に提供されました。

　その後、小学校２校と中学校１校の新設に対応するため、１９７９（昭和５４）年に第二小学校に併設した現在の位置

に北谷村立給食センターが移設されました。

ブックスタート
日時：４月２７日（水）　午前１０時～午後２時

対象：平成２７年１２／１～１２／３１生まれの乳児とその保護者

場所：北谷町立図書館　会議室

≪一般向け≫
★「鴨川食堂いつもの」	 柏井 壽 / 著
★「幕末維新を動かした8人の外国人」　	 小島 英記 / 編
★「世界一清潔な空港の清掃人」　	 新津 春子 / 著
≪中高校向け≫
★「世界一のランナー」　	 エリザベス・レアード / 作
★「エレナーとパーク」	 レインボー・ローウェル / 著
≪児童向け≫
★「ダンゴムシのコロリンコくん」　	 カズコ・G. ストーン / 文・絵
★「ひみつのとっくん	おしごとのおはなし	消防士」　	 佐川 芳枝 / 作
★「五感ってナンだ !まるごとわかる「感じる」しくみ」　	 山村 紳一郎 / 著
≪郷土関係≫
★「尚氏と首里城」　	 上里 隆史 / 著
≪視聴覚資料≫
【DVD】 ★「アナと雪の女王」
	 ★「ダレン・シャン」
	 ★「天国からのエール」
	 ★「LIFE」

【C   D】 ★「小田日和」		小田	和正 / 歌
	 ★「サクラ・ソング・ベスト－オルゴール	セレクション」
 ★「イン・ザ・ロンリー・アワー」サム・スミス／歌
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1( 金 ) 健康体操教室 9：30　歌声サークル 10：00
琉球舞踊教室 14：00　※民踊愛好会 20：00

2( 土 ) ※台湾舞踊 10：00

3( 日 ) 休館日

4( 月 )
大正琴教室 10：00　男性レクサークル 10：00
※民踊サークル 10：00　カラオケサークル 13：00
手芸教室 14：00

5( 火 ) 健康体操教室 9：30　太極拳教室 10：00
カラオケサークル 13：00　古典音楽教室 14：00

6( 水 )
老連レクサークル 10：00　大正琴サークル 10：00
箏曲教室 14：00　琉球民謡教室 14：00
※ペパーミントヨガ 20:00

7( 木 )
書道教室 10：00　フラダンスサークル 10：00
カラオケサークル 13：00　男の貯筋クラブ（福祉課）13：30
老連囲碁クラブ 14：00　※ヨガストレッチ 20：00

8( 金 ) 健康体操教室 9：30　琉球舞踊教室 14：00
※民踊愛好会 20：00

9( 土 ) ※台湾舞踊 10：00

10( 日 ) 休館日

11( 月 )
老連ゲートボールサークル 9：00　歌声教室 10：00
男性レクサークル 10：00　※民踊サークル 10：00
カラオケサークル 13：00　手芸教室 14：00

12( 火 ) 健康体操教室 9：30　太極拳教室 10：00
カラオケサークル 13：00　古典音楽教室 14：00

13( 水 )
老連レクサークル 10：00　大正琴サークル 10：00
箏曲教室 14：00　琉球民謡教室 14：00
※ペパーミントヨガ 20：00

14( 木 )
書道教室 10：00　フラダンスサークル 10：00
カラオケサークル 13：00　男の貯筋クラブ（福祉課）13：30
老連囲碁クラブ 14：00　※ヨガストレッチ 20：00

15( 金 ) 健康体操教室 9：30　歌声サークル 10：00
琉球舞踊教室 14：00　※民踊愛好会 20：00

16( 土 ) ※台湾舞踊 10：00

17( 日 ) 休館日

18( 月 )
大正琴教室 10：00　男性レクサークル 10：00　
※民踊サークル 10：00　カラオケサークル 13：00
手芸教室 14：00

19( 火 ) 健康体操教室 9：30　太極拳教室 10：00
カラオケサークル 13：00　古典音楽教室 14：00

20( 水 )
老連レクサークル 10：00　大正琴サークル 10：00
箏曲教室 14：00　琉球民謡教室 14：00
※ペパーミントヨガ 20：00

21( 木 )
書道教室 10：00　フラダンスサークル 10：00
カラオケ（フラ）13：00　男の貯筋クラブ（福祉課）13：30
老連囲碁クラブ 14：00　※ヨガストレッチ 20：00

22( 金 ) 健康体操教室 9：30　琉球舞踊教室 14：00
※民踊愛好会 20：00

23( 土 ) ※台湾舞踊 10：00

24( 日 ) 休館日

25( 月 )
老連ゲートボールサークル 9：00　歌声教室 10：00
男性レクサークル 10：00　※民踊サークル 10：00
カラオケサークル 13：00　手芸教室 14：00

26( 火 )
健康体操教室 9：30　太極拳教室 10：00
カラオケサークル 13：00　※着付け 13：00
古典音楽教室 14：00

27( 水 )
老連レクサークル 10：00　大正琴サークル 10：00
箏曲教室 14：00　琉球民謡教室 14：00
※ペパーミントヨガ 20:00

28( 木 )
書道教室 10：00　フラダンスサークル 10：00
カラオケ（フラ）13：00　男の貯筋クラブ（福祉課）13：30
老連囲碁クラブ 14：00　※ヨガストレッチ 20：00

29( 金 ) 昭和の日

30( 土 )
満６０歳以上の高齢者がイキイキと楽しい時間と
交流が持てるように各教室・サークルなどを行っ
ています。（※は、自主活動サークルです。）

●お問い合わせ　TEL936-3521
　北谷町老人福祉センター　　　　
　北谷町老人クラブ連合会

老人福祉センター

行事・教室ありんくりん
４月 ひとり親家庭等認可外保育施設利用補助事業

平成２８年度　北谷町児童館日々雇用職員の募集

　北谷町では、ひとり親家庭等の生活の安定と自立の促進に寄与するため、ひと

り親家庭等への保育料を減免した認可外保育施設に対して補助を行います。

対象要件
北谷町に住民登録があり、次の①～④の要件を全て満たしていること。

①　児童扶養手当又は母子家庭及び父子家庭等医療費助成の受給者

②　保育の必要性の認定（２号認定または３号認定）を受けた子どもの保護者

③　保育所入所の申し込みを行ったが、定員に空きがない等の理由により認可

　外保育施設を利用している子どもの保護者

④　在園している認可外保育施設が児童福祉法第５９条第１項に規定する届出が

　なされていること

補助額
補助額＝ ( 認可外保育施設利用額 ) － ( 認可保育園に入所した場合の保育額 )

※補助上限額２６，０００円

対象期間　

申請の翌月から補助対象となります。

申請方法
北谷町子ども家庭課窓口で申請をして下さい。申請後に利用資格認定書を交付

します。

［必要なもの］
①　児童扶養手当受給者証の写し又は北谷町母子及び父子家庭等医療費受給者

　証の写し

②　支給認定証（市町村発行）

③　北谷町ひとり親家庭認可外保育施設利用料補助事業利用証明書（認可外保

　育施設発行）

④　認可外保育施設のしおり・パンフレット等（年齢別の利用料月額がわかる資料）

⑤　みとめ印

お問い合わせ　子ども家庭課　子育て支援係　TEL ９８２－７７０９

北谷町児童館（上勢桑江児童館、北玉児童館）で、以下のとおり日々雇

用職員を募集します。

募集人数　１名

勤務期間　平成２８年４月～平成２９年３月３１日

勤務時間　午後２時～午後６時までの４時間（月６回程度）

主な業務　児童の遊びや生活の指導

応募資格　以下の資格を有していると望ましいですが、資格をお持ちで

　　　　　ない方も募集しています。

　　　　・保育士資格

　　　　・幼稚園、小学校、中学校、高等学校又は中等教育学校の教

　　　　　諭となる資格を有する方

お問い合わせ　北谷町北玉児童館　TEL ９３６－０７０８
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人権・行政・町民無料法律相談
　今月は２１日(木 )です。

毎月第 3 木曜日
午前１０時～１２時　午後１時～４時

北谷町役場１階レセプションホール
※予約は不要ですので、相談のある方は
当日会場にお越しください。

お問い合わせ　936-1234　内線 175

相談 相談 消費生活相談室

午前 10 時～ 12 時
午後 1 時～ 4 時

北谷町役場２階２０５会議室
※相談は無料で、電話相談可
お問い合わせ　936-1234（内線 277）

毎週木曜日

納税

納期限：平成２８年５月２日（月）
※納付書は納期限が過ぎてしまう

と使用できません。
※納税のお問合せは税務課納税係まで。
お問い合わせ　936-1234　内線 195・196・198

４月は固定資産税の
納期（第１期）です。

募集

２０歳以上の方は、学生であっても国民年金に加入しなければなりません。
しかし、学生の方は一般的に所得が少ないため、本人の所得が一定額以下の場合、国民年金保険料の納付が猶

予される「学生納付特例制度」があります。
対象となる学生は、学校教育法に規定する大学（大学院）、短期大学、高等学校、高等専門学校、専修学校及

び各種学校（修業年限１年以上である課程）、一部の海外大学の日本分校に在学する方です。
夜間・定時制課程や通信制課程の方も含まれますので、ほとんどの学生の方が対象となります。

また、学生でない３０歳未満の方の場合には、本人及び配偶者の所得が一定額以下の場合に、国民年金保険
料の納付が猶予される「若年者納付猶予制度」があります。

なお、「学生納付特例制度」「若年者納付猶予制度」ともに、承認された期間は老齢基礎年金を受け取るために
必要な期間に算入されますが、年金額には反映されません。

就職などで収入が得られるようになった場合は、将来受け取る年金額を増額するため、１０年以内であれば保
険料を納めることができる「追納制度」を利用されることをお勧めします。

（ただし、猶予の承認を受けた期間の翌年度から起算して３年度目以降に追納されると、当時の保険料額に一
定の加算額が上乗せされます。）

保険料を未納のままにしておくと、老後に年金が受け取れなかったり、病気や不慮の事故などにより障害が残っ
た場合に、障害年金を受け取ることができない場合もあります。

詳しくは、住民課国民年金担当又はコザ年金事務所へお問い合わせください。
◇手続きに必要な書類

 ・　学生証または在学証明書・・・「学生納付特例制度」を申請する場合
 ・　印鑑（本人が署名する場合は不要）
※　退職（失業）された方などは、離職が分かる書類（雇用保険受給者証など）も必要となります。

ご存知ですか？「学生納付特例制度」と「若年者納付猶予制度」

〈お問い合わせ〉
　住民課　国民年金担当 TEL：９３６－１２３４（内線２４１・２４２）
　コザ年金事務所 TEL：９３３－２２６７

平成２８年度高校育英貸与奨学生の募集について
募 集 内 容：平成２８年４月に高等学校、専修学校高等課程などに在学している生徒を対象とする奨学生
 の募集
応 募 資 格：①沖縄県内に住所を有する者の子弟　
 ②平成２８年４月に高等学校、専修学校高等課程などに在学している生徒
　　　　　　※①及び②の条件を満たす者
申 込 方 法：出願書類を学校から受け取り、学校が定める提出期日（概ね４月中旬頃）までに学校へ提出
お問い合わせ：在学している学校の奨学金担当者

お知らせ
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北谷 読谷 嘉手納
火災 1 0 0
自然災害 0 0 0
水難 0 0 0
交通 7 6 6
労災 1 1 2
運動競技 1 0 0
一般負傷 17 12 12
加害 0 0 0
自損行為 0 1 1
急病 84 96 78
その他 0 1 0
転院 4 11 2

不搬送 14 9 27
月件数 129 137 128
署累計 273 276 258
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　２月の北谷町での
火災発生件数は０件です。

■緊急・火災時は

 TEL 119

■消防に関するお問い合わせ

 TEL 936-3721　FAX 936-9076

ニライ消防本部

救急出場状況
平成 28 年 2 月

どぅちゅいむに～ 251

ちゃたんの人口

平成 28 年２月末日現在

人　口  ２９，０９０人 （- １２）

男  １３，９６９人 （- １５）

女  １５，１２１人 （+　 ３）

世帯数  １１，８３３世帯 （+ １０）

（    ） 内は前月との比較

アラハビーチ・サンセットビーチ海開きのお知らせ海開き

　平成２８年４月８日（金）、アラハビーチ及びサンセットビーチの海開

きを行います。両ビーチについては、海開き式典後から遊泳期間が始まり

ます。遊泳期間前の遊泳は、大変危険ですのでご遠慮お願いします。

海開き日時　４月８日（金）アラハビーチ 午前８時４５分～　　サンセットビーチ 午前９時３０分～

遊泳期間　アラハビーチ 海開き後～１０月３１日　サンセットビーチ 海開き後～１１月３０日

お問い合わせ　アラハビーチ管理棟　　　TEL ９２６－２６８０
　　　　　　　サンセットビーチ管理棟　TEL ９３６－８２７３

指定店 北谷町「指定ごみ袋」及び「粗大ごみ処理券」
の取扱指定店について

北谷町の指定ごみ袋及び粗大ごみ処理券を各小売店舗へ納品する指定店

は下記の２社です。指定ごみ袋、粗大ごみ処理券の納品を希望する事業者の

方は、下記指定店へ申し込んでください。

指定店名 住所 電話番号

 株式会社ももやま  沖縄市南桃原２丁目１６番２号 ９３３－５３１１

 株式会社ジーマックス  浦添市西洲２丁目３番地２ ８７５－３７７７

　指定期間 平成２８年４月１日から平成３０年３月３１日まで
　お問い合わせ
　保健衛生課環境衛生係（北谷町保健相談センター内）
　TEL ９８２ー７０３３　FAX ９３６－４４４０

試験 危険物取扱者試験の実施について
試　験　日：平成２８年６月５日（日）

試験の種類：甲種、乙種（第１類～第６類）、丙種

願書受付期間：平成２８年４月１８日（月）～４月２５日（月）

願書配布先：各消防本部予防課、県宮古事務所総務課、県八重山事務所

　　　　　　総務課、消防試験研究センター　

　　　　　　※電子申請できます。ホームページをご覧下さい！！

　　　　　　ホームページ：http://www.shoubo-shiken.or.jp

お問い合わせ：（一財）消防試験研究センター沖縄県支部　TEL941-5201

育ちの支援センター「いっぽ」相談
育ちの支援センター 「いっぽ」 とは、 遊び

を通して子どものからだや心の育ちを支え

る、保育を中心とした子育て支援の場です。

「いっぽ」 ではこんなことをしています。

○療育グループ支援 （親子参加型保育）

○施設開放 （毎週火 ・ 金　9:00 ～ 11:30）

○発達相談 ・ 育児相談

お問い合わせ　９３６－３０５０

ご芳志ありがとうございました

＊＊＊　寄附　＊＊＊
●２月１日
匿名 様
２２，６１３円（町社協へ）
●２月４日
旧字浜川郷友会 様
１，７８６円（町社協へ）
●２月７日 
北谷町自治会町連絡協議会
会長　津嘉山 えり子 様
展示農産物即売会の売上を寄付として
３１，７００円（町社協へ）
●２月１２日
森山 朝信 様
５，０００円（町社協へ）
●２月１５日
宜野湾ロータリークラブ 様
１００，０００円（町育英会へ）
●２月１６日
仲地 修一 様
１０，０００円（町社協へ）
●２月２９日
名嘉 富子 様
故 名嘉 正文 様の香典返しとして
１００，０００円（町社協へ）
●２月２９日
名嘉 富子 様
故 名嘉 正文 様の香典返しとして
１００，０００円（町育英会へ）
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お問い合わせ　
○上勢桑江児童館 ( わんぱく児童館 )TEL ９３６－４０００
○宮城児童館 ( わくわく児童館 )　　TEL ９２１－７１７１　○北玉児童館 ( ハッピー児童館 ) ９３６－０７０８

選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

平成２８年度　
北谷町児童館　幼児クラブの申し込みが始まります

　

平
成
28
年
６
月
５
日
沖
縄
県
議
会

議
員
選
挙
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

北
谷
町
で
は
円
滑
で
公
正
な
選
挙

を
実
施
す
る
た
め
に
当
日
投
票
会
場

を
次
の
と
お
り
変
更
し
ま
す
。

※
今
回
の
選
挙
は
従
来
ど
お
り
20
歳

以
上
の
方
が
選
挙
人
と
な
り
ま
す
。

　

18
歳
以
上
の
選
挙
権
行
使
は
次
回

の
国
政
選
挙
（
直
近
は
、
参
議
院
議

員
選
挙
）
か
ら
と
な
り
ま
す
。

上勢区公民館

北谷病院

ユニオン

ローソン

ドラッグ
イレブン

至 ･ 沖縄市

至 ･ 宜野湾

至 ･ 嘉手納

国体道路

至 ･ ５８号

美浜駐車場

ローソン

北谷町役場

国
道
58
号

　幼児クラブとは、就学前までの幼児を対象とした親と子のためのクラブです。
児童館職員と親子体操・製作活動・運動遊び等・・・さまざまな活動をします！
その活動を通して、幼児期の子どもたちの望ましい発達を促すとともに、親同
士・子ども同士の輪を広げることを目的としています。

★募集期間 平成２８年３月１１日（金）～平成２８年５月７日（土）
 ※５月１３日が入会式ですが、その後も随時募集しています。
★申込方法  各児童館にある申込用紙に記入して会費と一緒に提出する。
★対 象 就学前の幼児（０歳～５歳）　※親子での参加になります！
 活動の内容は２歳～４歳向けです。
★活動日時 毎週金曜日　午前１０：３０～１１：３０
★年 会 費　　一人１，０００円（申し込み時に徴収！）
※ご希望の方は、各児童館にある応募要項をご覧の上、お申し込み下さい！！

親子でお友達作りをしながら、
児童館で楽しく活動しません
か？＊詳しくは児童館で・・・

平成２７年度北谷町児童館合同運動会
( 北玉児童館集合写真 )

美浜区公民館

北谷町と嘉手納町でイベント情報などを相互掲載しています！嘉手納町のイベント情報

鯉のぼりフェスタ
比謝川

日　

時

場　

所

午前９時３０分～ わくわくイベントいっぱい！

たくさんの鯉のぼりが大空を泳ぎます♪

お問い合わせ先：嘉手納町社会福祉協議会℡ 956-1177

４/２４
嘉手納町
総合福祉センター周辺

嘉手納町　　観光大使

郷ひろみ氏が就任しました！
第 22 回

日

初

○
第
２
投
票
所

　

上
勢
区
公
民
館

 

対
象
：
上
勢
区
民

　

こ
れ
ま
で
は
北
谷
第
二
小
学
校
体

育
館
で
投
票
所
を
開
設
し
て
い
ま
し

た
が
、
今
回
は
小
学
校
改
築
工
事
の

た
め
変
更
と
な
り
ま
す
。

　

桃
原
区
民
・
栄
口
区
民
は
、
従
来

ど
お
り
第
二
小
体
育
館
で
投
票
で
す
。

○
第
５
投
票
所

　

美
浜
区
公
民
館

 

対
象
：
北
前
区
民
、　

　
　
　
　

美
浜
区
民

　

こ
れ
ま
で
は
桑
江
中
学
校
体
育
館

で
投
票
所
を
開
設
し
て
い
ま
し
た
が
、

中
体
連
等
を
考
慮
し
、
美
浜
区
公
民

館
に
変
更
し
ま
し
た
。


